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秋
季
火
災
予
防
運
動
統
一
標
語

　
「
お
と
な
り
に
　
あ
げ
る
安
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
始
末
」

　
秋
季
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
は
か

り
、
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
止
す
る

た
め
に
実
施
し
ま
す
，

◎
家
庭
に
お
け
る

　
　
　
　
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

た
　
き
　
火

「
火
の
始
末
　
人
に
頼
む
な
任
せ
る
な
」

①
た
き
火
は
風
の
な
い
日
に
す
る

¢
水
の
人
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

◎
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
て
点
火
し

　
な
い

G
水
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
完
全
に
消
火

　
す
る

⑤
た
き
火
を
し
た
後
に
風
が
出
て
き
た

　
ら
、
た
き
火
の
跡
を
見
回
る

　
　
　
レ
レ
ノ
〆

〈
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
ゴ
ミ
処
理
の
た
め
た
き
火
を
す
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
が
、
慣
れ
て
し
ま

う
せ
い
か
風
の
警
戒
や
消
火
の
準
備
を

忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
て
す
，

　
た
き
火
は
、
水
を
用
意
し
、
た
き
火

の
そ
ば
を
離
れ
な
い
で
し
ま
し
ょ
う
．

　
消
す
時
は
、
中
ま
て
水
が
浸
み
こ
む

よ
う
に
た
っ
ぶ
勾
か
け
、
後
て
も
う
一

度
見
回
り
ま
し
ょ
う

た
　
ば
　
こ

「
た
は
こ
は
灰
皿
の
あ
る
と
こ
ろ
て
魅

①
寝
た
ぱ
こ
を
し
な
い

㊤
灰
皿
は
縁
取
り
の
大
き
い
も
の
を

③
灰
皿
に
少
し
水
を
入
れ
て
お
，
＼

④
灰
皿
を
吸
殻
f
、
い
っ
ぱ
い
に
し
て
お

カ
な
し

　
　
　
／
　
＼
～

副羅

〈
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
ナ
ヘ
の
油
の
温
度
が
ト
る
ま
で
火
を

つ
け
っ
ば
な
し
て
ム
ロ
所
を
離
れ
で
、
は
い

ま
せ
ん
か
。
ち
ょ
り
と
し
（
由
断
か
火

災
を
招
き
ま
す
　
消
火
器
な
ど
の
諭
効

期
阻
も
確
認
し
ま
し
ょ
う

2

〈
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
た
ば
こ
に
よ
る
出
火
は
、
毎
年
出
火

原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
．
吸
殼

の
投
げ
捨
て
や
、
寝
た
ば
こ
の
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う
、
外
出
・
就
寝
前
に
喫

煙
場
所
や
吸
殻
の
捨
て
た
所
を
見
回
り

ま
し
よ
う
、
、

ガ
ス
コ
ン
ロ

「
慣
れ
た
火
に
も
新
た
な
注
意
を
』

①
コ
ン
ロ
は
壁
か
ら
離
し
て
置
く

②
ガ
ス
ホ
r
ス
は
炎
か
ら
遠
く
な
る
よ

　
う
に
注
意
す
る

③
電
話
な
ど
で
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
時

　
は
必
ず
火
を
消
す

火
　
遊
　
び

「
怒
る
よ
り
し
つ
け
か
大
切
」

一
シ
マ
，
チ
な
し
∫
γ
・
．
士
供
の
予
の
届
！
・
所

　
に
置
か
な
い

一
¢
丁
供
に
火
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
火
遊

　
ぴ
を
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
、
♪

　
　
へ
目
ア
で
・
ー
－
彫

し
誕
駁
卜

重
訪
の
～
　
　
》

ば
、
牽
、
○
　
◎

〈
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
〉

．
r
供
は
好
奇
心
が
強
く
、
火
に
対
す
る

興
味
も
大
き
い
も
の
で
す
　
マ
ワ
チ
・

ラ
で
ケ
ー
は
、
子
供
の
日
に
触
れ
な
い

所
に
置
き
、
火
の
恐
ろ
し
薯
、
噛
を
予
供
に

教
え
、
火
遊
ぴ
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

主
一
し
よ
う
、

石
油
ス
ト
ー
ブ

風
呂
（
ガ
ス
・
石
油
）

　
使
用
の
際
は
必
ら
す
励
行
を
一

①
火
を
消
し
て
給
油
す
る

②
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な

③
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
し

　
っ
か
り
し
め
る

④
点
火
後
は
炎
の
調
節
を
す
る

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
、

〈
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
家
庭
の
暖
房
器
具
の
中
で
最
も
多
く

火
災
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
ス
ト
ー

ブ
で
す
。
冬
に
な
る
と
コ
タ
ツ
な
ど
で

部
屋
が
狭
く
な
り
ま
す
。
た
だ
で
さ
え

狭
く
燃
え
や
す
い
日
本
の
家
、
ス
ト
ー

ブ
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
件
　
　
　
い

「
空
た
き
に
気
を
っ
け
よ
う

①
点
火
の
前
に
浴
槽
に
水
の
入
っ
て
い

　
る
の
を
確
か
め
る

②
風
呂
釜
を
壁
か
ら
離
す

　　火災件数と出火原因

　平成元年1月～9月30日までの火災

数と出火原因は下記のとおりです。

　なお損害額は33，369，000円となって

ます。

〈
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
風
呂
の
空
た
き
に
よ
る
火
災
は
予
想

外
に
多
い
も
の
で
す
。
原
因
は
、
水
が

入
っ
て
い
る
と
思
い
点
火
し
た
と
か
、

栓
を
完
全
に
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
栓

が
変
形
し
て
い
て
水
が
漏
れ
た
た
め
で

す
。
点
火
前
・
点
火
後
の
水
量
確
認
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

件　　数

　　4
　　2
　　1
　　！

　　1
　　1
　　1
　11件

出火原因
コ　　 ン　　 ロ

た　　ば　 こ

電気製品のショート

取灰の不始末
た　 き　 火

風呂・かまど
ス　ト　ー　ブ

計合

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

　
し
な
い

②
子
供
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

③
風
の
強
い
時
は
た
き
火
を
し
な
い

④
天
ぷ
ら
な
ど
を
揚
げ
る
時
は
コ
ン
ロ

　
の
前
を
離
れ
な
い

◎
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

　
か
な
い

〔
◎
風
呂
の
空
た
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
物
を
近
づ

　
け
な
い．

図
鰍
娑
万
－

　
　
　
　
　
　
　
ノ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
L
5
晶
」
し
・
』
よ

　
　
　
　
ロ
　
芦
書
ノ
匪
こ

　
　
　
　
　
火
災
・
救
急
の
「
、

　
消
防
全
般
の
正
し
い
理
解
と
認
議
を

深
め
、
消
防
と
住
民
の
交
流
を
は
か
る

た
め
、
十
一
月
九
日
が
」
一
九
番
の

日
』
に
決
め
ら
れ
ま
し
た
、
ご
一
九

番
の
日
』
に
ち
な
み
記
念
行
事
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
『
【
一
九
番
の
日
』
記
念
行
事

　
日
時
　
十
一
月
十
二
日
日

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

　
会
場
　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組

　
　
　
　
合
消
防
本
部

角
嫌
『
嘲
噸
噺
鞠
b
廟
噛
如
噂
噸
㍗
魁
町
悔
愉
9
鱒
趣
卸
h
廟
馬
噺
『
噛
軒
｝
粗
萄
簡

’」44’

”
　
ド
ラ
イ
ブ
は

　　救急出動・搬送件数

平成元年1月～9月30日まで自石市内

で発生した救急件数は下記のとおりです

搬送人員

　2
11］

　　9

り
・
」

31

「U

、b
178

81

　0

出動件数

　　　2

　　84

　　　9

　　　3

　　31

　　　4

　　　8

　192
　　81

　事故種別

火　　　　災

通交

9

労働災害
運動競技
一般負傷
加　害
自損行為

急　病
転院等
その他

火事と救急は「119番」

合

＝
九
番
の
目
』

　
　
へ
大
河
原
町
字
新
青
川
一
の
じ

概
要

　
①
通
信
指
令
室
の
公
開

　②救助訓

練
の
披
露

　③消防

音
楽
隊
の
演
奏

　9

消
防
車
両
の
展
示

　⑤消防

機
材
の
展
示

　へ

⑨
ポ
ス
ク
ー
輔
寺
の
展
示

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
通
信
指
令
室

　
費
五
二
－
一
〇
五
〇
〔
内
線
二
へ
∩
入
．

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
・
お
二
さ
な
い
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
警
察
署
か
ら

帽
ゆ
と
り
を
も
っ
た
計
画
で

”
　
ゆ
と
り
あ
る
ド
ラ
イ
ブ
計
画
と
ゆ
と

ロ

齢
り
あ
る
運
転
で
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し

”一
・
よ
う
。

畑
　
車
の
点
検
整
備
は
確
実
に
ノ

卸
　
高
速
道
路
上
に
お
け
る
故
障
は
、
大

”
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

”
　
特
に
ダ
イ
ヤ
の
空
気
圧
・
亀
裂
の
有

タ

”
無
・
摩
耗
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し

”・
よ
う
。

”0
　
わ
き
見
運
転
は
や
め
よ
う

”
　
運
転
者
は
、
前
方
の
注
意
を
怠
ら
ず

””
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
一
瞬
の
わ
き
見

ぽ

”
運
転
が
思
い
が
け
な
い
事
故
に
つ
な
が

ご

”
り
ま
す
。

‘

薄
暮
時
の
交
通
事
故
に
ご
注
意
〃
一

　
一
日
毎
に
夕
暮
れ
が
早
ま
り
ま
す
、

事
故
に
あ
わ
な
い
、
事
故
を
お
こ
さ
な

い
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

ろ
「
．・

歩
行
者
や
自
転
車
乗
用
の
方
は
、
で

　
き
る
だ
け
目
立
つ
服
装
を
し
、
反
射

　
器
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
、
、

　
車
の
運
転
者
は
早
目
点
灯
を
、
バ
イ

　
ク
の
方
は
昼
間
も
点
灯
し
ま
し
ょ
ろ
、

　
車
が
す
れ
ち
が
う
時
幻
惑
さ
れ
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

　
車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
前
方
の

安
全
を
確
認
し
な
が
ら
運
転
し
ま
し
ょ

う
。

3
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重1

　
本
市
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
策
定

し
た
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
市
の
特
性
を
強
調
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
総
合
計
画
の
中
に
、
白
石
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
白
石
城
の
復
元
計
画
を
柱

の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
．
．

　
江
戸
幕
府
か
ら
明
治
に
変
わ
る
時
に

は
白
石
に
お
い
て
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が

結
ば
れ
る
な
ど
、
白
石
は
日
本
の
歴
史

が
大
転
換
す
る
時
に
た
び
た
び
登
上
し

重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
地
て
あ
り

ま
す
．
．

　
こ
の
よ
、
つ
な
地
に
あ
る
白
石
城
は
、

全
国
的
視
野
か
ら
も
…
国
一
城
制
に
も

か
か
わ
ら
ず
青
葉
城
と
と
も
に
、
認
め

ら
れ
る
な
ど
歴
史
的
価
値
は
非
常
に
高

く
、
特
異
な
歴
史
的
背
景
を
持
っ
た
文

化
遺
産
で
あ
り
ま
す

　
白
石
城
の
復
元
に
つ
い
て
は
、
白
石

城
復
元
基
金
条
例
の
制
定
や
、
白
石
城

〔
三
階
櫓
↓
、
大
手
門
復
元
に
要
す
る

史
料
の
調
査
収
集
に
つ
と
め
、
単
な
る

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

白
石
城
に
終
る
こ
と

な
く
、
学
術
的
に
も

計
価
の
得
ら
れ
る
白

石
城
復
元
を
目
指
し

ぐ
、
い
ま
す
、

　
現
在
の
復
元
基
翁

額
は
、
市
民
を
初
め

多
く
の
方
々
の
こ
好

意
に
よ
り
、
二
億
二

千
万
円
に
達
し
て
い

ま
す
、
、

　
史
料
調
査
に
つ
い
で
、
は
、
歴
史
建
纂

等
の
専
門
家
で
構
成
す
る
皿
』
．
史
料
調
査

研
究
会
』
〔
代
表
我
妻
建
治
成
城
大
学

教
授
他
四
名
の
委
員
て
構
成
一
に
調
沓

を
委
託
し
て
い
ま
す
、

　
同
研
究
会
は
、
こ
れ
ま
で
、
白
石
城
主

片
倉
家
臣
団
移
住
の
地
で
あ
る
札
幌
市

や
登
別
市
、
南
部
藩
の
本
拠
地
で
あ
る

盛
岡
市
、
東
京
や
静
岡
等
の
自
石
城
に

係
わ
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
レ
恵
わ

れ
る
地
域
の
調
査
に
あ
た
っ
で
、
い
ま
す

　
特
に
復
元
設
計
に
要
す
る
設
計
図
、

城
の
覚
書
、
修
理
の
際
の
仕
様
書
や
、

写
真
一
外
．
観
の
様
子
の
写
さ
れ
で
、
い
る

写
真
〕
等
が
見
つ
か
れ
は
、
白
石
城
復

元
の
設
計
に
た
き
な
手
か
か
り
と
な
b

ま
す
、
．

　
こ
の
よ
う
な
史
判
を
お
持
ち
の
方
や

白
石
城
に
関
す
る
史
朴
を
お
持
ち
の
与

は
ぜ
ひ
見
せ
で
、
く
だ
さ
る
よ
ろ
お
圃
、
い

し
ま
す
，

白
石
市
教
育
委
員
会
教
育
課

　
盈
二
五
－
⊥
二
一
一
（
内
線
）
四
一
一

ロ

・
第
十
九
回

循隻』＿　，へ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

宮
城
県
民
俗
芸
能
大
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

レ
h
鰍
繭
躍
團
闘
欝
麟
羅
離
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
i
、
齢
ド
覚
畠
L
’
卜
1
～
－
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
血
、
仙
h
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

哩
無
§
象
～
　
　
β
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肖

　
　
　
　
　
　
・
，
製
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
》
識
骨
淫
　
　
呼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
鐸
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
も
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

日
時

会
場

主
催

共
催

出
演
芸
能

こ
榊
流
た
町
神
楽

②
閏
場
田
植
踊

③
矢
曲
浜
稲
子
癖

手
美
更
公
口
・

F
）
層
イ
f
郎
♂

　
　
小
ー
崎
♂
田
植
踊

一
．
導
日
石
団
七
踊

ゼ
畑
岡
神
楽

詐
し
く

【
係
恕
二
五

「

一
一
・
四
一

一
い
．

十
一
月
十
一
日
十

L
、
嘩
一
　
　
　
　
　
乙
刃
、
仁
曜
円
｝

　
長
面
・
尾
の
崎
の

　
　
法
印
国
果
『
河
北
町
｝

．
ー
，
や
す
と
こ
・

寸
～
ー
　
　
　
　
〔
蔵
王
町
｝

　
　
　
　
　
　
　
【
白
、
衛
市
｝

　
　
　
　
　
　
　
ハ
若
柳
聞
一

は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育

　
．
て
一
一
〔
内
線
｝
四
、

二
へ
お
問
い
台
わ
せ
。
・
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
十
二
時
ニ
ニ
十
娠
刀
～
十
六
時
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石
市
中
央
公
民
館
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
ナ
、
ホ
ー
ル
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｛
呂
“
城
阻
少
教
云
目
乗
女
目
ハ
／
云
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石
市
　
　
　
　
　
　
　
　
一

白
石
市
教
育
委
員
会
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

庸
宮
城
県
文
化
財
保
謹
陥
．
会
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
〔
出
演
順
｝
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
へ
白
石
市
》
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
〔
村
田
町
『
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

4

　
　
　
　
　
　
　
　
婁
！

　
　
鯉
沿

　
　
　
讐
　
　
　
　
ジ

輔
添
鍵

曝
ナ
㌘
〆
薪

　
　
　
ガ
　
ザ
』
、
　
〆
な
撫

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ヤ
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
ず
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
る
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
　
　
・
　
　
寿
．
訣
　
　
　
　
　
轟

　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
タ
パ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ド
　
　
か
　
　
じ

響
　
固
　
垂
』
溌
　
厩

蔵
王
連
峰
・
二
口
峡
谷
・

　
　
大
東
岳
と
各
隊
の

　
　
　
コ
ー
ス
紹
介
…
重
q

　
、
平
成
二
年
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
登
山

大
会
が
蔵
王
連
峰
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
山
容
と
コ
ー
ス
に
つ

い
て
こ
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
．
，
、

　
蔵
王
連
峰
は
、
東
西
八
キ
ロ
、
南
北

三
十
ニ
キ
ロ
の
大
火
山
群
で
那
須
火
山

帯
に
属
し
、
一
般
的
に
南
蔵
王
・
中
央

蔵
王
・
北
蔵
王
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
，

競
技
は
、
蔵
王
連
峰
を
、
A
隊
（
男
子

団
体
）
C
隊
（
男
子
縦
走
）
が
北
か
ら

南
へ
、
B
隊
（
女
子
団
体
）
が
南
か
ら

北
へ
縦
走
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

「
蔵
王
」
と
い
う
呼
称
は
、
天
武
天
皇

の
項
、
吉
野
金
剛
山
の
蔵
王
権
現
を
刈

田
岳
山
頂
に
祀
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
颪

　
　
　
～
口
　
　
　
　
　
　
蟻

　
　
　
議
砥

　
　
　
㌻
窯
　
　
夢
。
・

罎
塔
認
鐵

と滋熱
　・’鄭猟

わ
れ
、
蔵
王
山
と
い
う
山
は
あ
り
ま
せ

ん
．
．
つ
ま
b
、
蔵
王
連
峰
と
い
ろ
呼
称

は
、
連
峰
の
総
称
な
の
で
す
．
．

　
蔵
王
連
峰
の
火
山
活
動
は
、
南
蔵

王
・
北
蔵
王
は
人
類
の
歴
史
よ
り
古
い

約
七
千
年
前
と
い
わ
れ
、
中
央
蔵
王
は

「
お
釜
」
や
五
色
岳
、
馬
の
背
な
ど
の

荒
ん
、
し
い
景
観
が
物
語
っ
て
お
り
、
明

治
三
十
一
年
ま
で
爆
発
を
く
り
返
し
て

い
ま
す
．
、
こ
の
よ
ら
に
蔵
王
は
、
火
山

の
特
徴
で
あ
る
地
形
の
ほ
と
ん
ど
を
も

っ
て
お
り
、
火
山
研
究
の
上
で
も
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
．
、
、

　
蔵
王
連
峰
は
、
南
は
長
老
湖
・
南
蔵

王
一
帯
か
ら
、
北
は
山
寺
付
近
に
ま
で

及
ぶ
約
四
百
平
方
キ
ロ
の
地
域
で
す
。

　
昭
和
三
十
五
年
か
ら
二
年
の
歳
月
を

か
け
て
山
岳
道
路
「
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ

ン
」
が
開
通
し
、
昭
和
三
十
八
年
八
月

に
は
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
、

　
エ
コ
ー
ラ
で
ン
の
開
通
は
、
年
間
二

百
万
人
の
観
泥
客
を
誘
致
し
、
観
光
産

業
の
発
展
に
刃
、
き
な
役
割
を
は
た
す
と

と
も
に
、
一
部
の
人
し
か
目
に
で
き
な

か
っ
た
蔵
王
の
雄
大
な
景
観
が
全
て
の

人
ん
、
の
楽
し
め
る
も
の
と
し
ま
し
た
．

　
ま
た
、
冬
の
蕨
．
上
の
象
徴
は
「
樹

氷
」
て
す
．
白
銀
の
匿
界
に
立
つ
「
樹

氷
」
は
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
者
を
幻

想
の
世
界
に
誘
い
、
ス
キ
ー
の
ズ
，
カ

と
し
で
、
の
立
役
者
に
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
よ
う
に
蔵
王
は
、
古
い
、
歴
史
を

持
つ
、
私
た
ち
の
「
ふ
る
ン
、
」
と
の
山
」

な
の
で
、
す
。
時
に
は
、
信
仰
の
対
象
の

山
て
あ
り
、
四
季
折
々
の
恵
み
を
与
え

！
－
、
・
曳
、
れ
る
山
で
も
あ
り
ま
す
．

　
大
会
会
場
と
な
る
笹
谷
峠
か
ら
ニ
ロ

峡
谷
、
大
東
岳
は
、
う
っ
そ
う
と
し
た

ブ
ナ
の
原
生
林
が
広
が
り
、
二
口
腓
、
谷

は
水
量
豊
か
f
、
清
涼
感
が
標
っ
て
い
ま

す
．
特
に
磐
司
岩
は
、
谷
底
か
ら
岩
が

屏
風
の
よ
う
に
垂
直
に
百
メ
ー
ト
ル
も

立
ち
あ
が
り
、
東
西
に
三
キ
ロ
程
続
く

名
勝
の
地
で
す
．
．

　
こ
の
よ
う
に
、
蔵
王
連
峰
の
さ
ま
ざ

ま
な
姿
を
全
国
の
山
を
愛
す
る
高
校
生

に
伝
え
、
み
や
ぎ
蔵
王
に
抱
か
れ
た
歓

び
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
…
…

・

て
ん
な
願
い
を
込
め
な
が
ら
、
実
行
委

員
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
．

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
登
山
大
会
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
雪
二
五

－
二
一
一
一
（
内
線
）
四
一
六
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
．

テ
ニ
ス

コ
ー
ト
起
工
式
に
寄
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
川
　
井

　
　
十
月
二
十
日
、
岩
崎
地
内
の
市
営
子

4
ニ
ス
コ
ー
ト
の
起
工
式
か
行
わ
れ
た
．

、
．
昨
夜
来
の
強
い
雨
も
あ
か
り
、
当
日
は

、
朝
か
ら
．
カ
ラ
リ
と
晴
れ
た
．

し
か
し
、

、
、
強
風
が
時
々
吹
き
付
け
る
日
て
あ
っ
た
．

畠
　
私
の
愛
寸
る
後
輩
の
一
べ
に
、
ナ
、
槻

．
郁
太
郎
君
が
い
た
．
私
は
「
郁
ち
ぬ
、
ん
、

・
郁
ち
ゃ
ん
」
レ
一
言
っ
て
可
愛
か
っ
た
り

H
か
ら
か
っ
た
の
し
て
い
た
・
彼
も
「
川

n
井
さ
ん
、
川
量
高
え
」
と
言
っ
て
、
よ

㌧
！
、
慕
っ
て
く
れ
て
い
た
、
．
一
方
、
彼
は

・
テ
ニ
ス
が
大
変
上
手
で
、
白
石
庭
球
協

一
会
の
中
心
的
ズ
ン
ヘ
ー
と
し
で
、
活
躍
し

．
で
、
い
・
た
．
、

　
　
昭
和
六
十
年
、
庭
球
協
会
の
納
会
に

一
私
は
来
賓
と
し
て
招
か
れ
、
そ
の
席
上

・
。
郁
ち
ゃ
ん
が
会
を
代
表
す
る
形
て
、
私

　
に
「
今
、
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
で
テ
ニ
ス

　
コ
ー
ト
が
足
り
な
い

で
き
れ
ば
二
面
、

　
ど
う
し
て
も
無
理
な
ら
一
面
て
も
い
い

　
か
ら
造
っ
て
欲
し
い
」
と
陳
情
し
た
．
、

　
私
は
そ
の
時
「
会
の
皆
さ
ん
、
ヶ
チ
ヶ

　
チ
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
入
よ
．
．
四
面

　
く
ら
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
造
り
ま
し

晃
よ
う
」
と
約
束
し
た
、

　
　
そ
の
時
、
私
の
脳
裏
に
あ
っ
た
の
は
、

　
企
業
の
進
出
が
相
次
い
で
い
る
の
に
自

4
信
を
持
ち
『
工
業
再
配
置
補
助
金
』
を

　
利
用
し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
造
ろ
ろ
と

　
い
う
考
え
で
あ
っ
た
．
．
し
か
し
、
な
か

　
な
か
補
助
金
の
メ
ド
が
つ
か
ず
、
コ
ー

　
ト
の
建
設
は
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
．
．

貞て

　
昭
和
六
十
二
年
、
師
ち
ゃ
ん
は
喉
頭
∵

癌
レ
一
い
ら
不
治
の
病
に
侵
さ
れ
た
．
悲
∴

報
を
聞
き
、
大
学
病
院
に
天
院
し
で
、
い
・
、

る
彼
を
見
舞
い
に
行
っ
た
時
、
波
は
思
∵

っ
た
よ
り
も
元
気
て
、
点
滴
－
、
碇
け
な
∴

が
ら
も
、
帰
o
に
私
を
エ
レ
ー
ヘ
ー
ヶ
ー
㌦

の
レ
一
こ
ろ
ま
で
、
送
っ
で
、
』
、
れ
「
川
井
y
ご
∵

ん
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
い
つ
造
る
の
」
と
∴

言
っ
た
の
て
あ
る
　
結
局
そ
れ
が
元
気
・
・

な
彼
を
見
た
最
後
と
な
っ
た
．
．

　
い
よ
い
よ
補
助
金
が
確
定
し
、
平
成
・
。

元
年
度
の
当
初
予
算
で
五
千
百
へ
十
万
・
．

円
が
承
認
さ
れ
た
が
、
よ
く
聞
い
て
み
∵

る
と
、
そ
の
コ
ー
ト
で
は
硬
式
の
公
認
．
‘

コ
ー
ト
に
は
な
る
が
、
軟
式
の
公
認
ヘ

コ
ー
ト
に
は
な
ら
な
い
レ
一
い
ろ
こ
と
で
∵

あ
っ
た
．
．
郁
ち
ゃ
ん
の
例
を
持
ち
出
す
．
直

ま
て
も
な
く
、
本
市
の
テ
ニ
ス
愛
好
者
∴

の
大
部
牙
は
軟
式
で
あ
る
．
．
そ
こ
で
急
∵

遽
、
九
月
議
会
で
補
正
予
算
を
組
み
、

一
千
百
八
十
万
円
の
追
加
予
算
の
承
認
！

を
い
た
だ
い
た
こ
こ
れ
に
よ
っ
て
、
県
転
・

下
で
も
最
も
グ
レ
ー
ド
の
高
い
、
サ
ン
許

ド
ワ
で
ル
芝
ダ
イ
ブ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
．

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
強
風
の
中
、
玉
串
を
奉
典
し
な
が
ら
、
』

私
は
「
郁
ち
ゃ
ん
、
や
っ
と
約
束
を
果
ん
H

た
せ
そ
ら
だ
よ
」
と
、
声
を
か
け
た
。

も
が
け
ぷ
え

虎
落
笛
の
吹
く
中
「
川
井
さ
ん
、
や
っ
。

た
ね
」
と
い
う
郁
ち
ゃ
ん
の
声
が
、
河
盛

原
に
響
い
て
い
る
よ
ろ
に
思
え
た
。
　
　
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
5



昭
和
六
十
三
年
度
決
算

　
百
十
一
億
円
は
こ
の
よ
う
に
〃

113億7，210万円入ル威
3，191、654128．100）

　　　　2，899，267（25，5％l

　　　　r－1。557，192（13．7％

1，097．999〔9．6％）

　　繰入金1，000，0〔）0（8．8901

i取得税交付金137，76111．2001

繰越金122，97811．1％）

　　使用料及び手数料120，848（1．1％1

　　　　　分担金及び負担金
「＿一そび，謝駕蔀1市

　
　
債

国
県
支
出
金

地
方
交
付
税

市
　
　
税

億円

　30

　25

　2〔1

　15

1u

111億632万円出歳

〔

，959（9．500）

農林水産業費904，00（畑．1％

　　　　衛生費729．989〔6．6001

　
昭
和
6
3
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、

9
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2．715，127〔24．4「ノr，1

　　　　29116，3δ1〔19．1001

一「謎、☆

6

消防費276，66U（2，50。）

　　商工費2し）1，615（1．8θo｝

公
債
費

民
生
費

土
木
費

教
育
費

総
務
費

円
器
　
　
齢
　
　
耶
　
　
m

億6、577万円から翌年度へ繰越すべき財源601、1万円を差し引いた2f意5，977万

このうち1億3．o〔．ll）万円か財政調警、箋基金に積立されたほか、1億2，977万円か

した「、

。※歳入歳出差引残11嵜2

　円か決算剰余 盆て、

　寸年・1生・諦壊越さわ．ま

　市民1入・1世帯が負担した市税

平成元年3月31日現在

　人口42，381人
　世帯数　11，742戸

》

h
〉

、
V
・

〉

市税収入内訳
1億7，340万円（5．4001

、、．鶏　『＼
　　　計画税税　　　　　市民税

市たはこ　　　　　　　13億8，835万円

　消費税　　　　　143．5・。

　　　　　　　予算額

　　　　　30億4，287万8千円

　　　　　　　収入済額

　　　　　31億9，165万4千円

固定資産税　㌧
　12億6，484万1千円
＼　　（39．6ウ。｝

市民！入あたりに使われたお金は？

平成元年3月31日現在の人ロ42，381人

　　教育費　49，937円

、
㏄
へ
熱

～
　
＝

鴨
．
障

円

　ドき

費

冨
絢－

ゑ

　
　
土

．．．、繋　特別会計・上水道事業会計決算

欄F一一一嚢　　●国民健康保険事業　　　予　　算　　額　　21億　4部万円

　　，繍老・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収　　入．　金　　額　　　21f意6。562万『1」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出金額　20f齢，511万円
　聴，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　●簡易水」苞事 業　　　予　　算：　　額　　　　　882ノヲ円

1　　　　　　　　　　　　収　入済害　　　　824万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出済告　　　　7拐万円

予　　算　 額　　1！億3。159万F」」

収　　天　　1肖　　額　　　　111意3，016万Fq

支　出　済　額　　11億3，（、116万円

予　　算　額　　　3．叫呂万円
耳叉　　尺　済　　額　　　　　：3．04（”∫円

気　　出　　酒　　額　　　　　3，04（り∫円

予　　　　．算　　　害貴　　　17f意9，t）56万円

収　ノ＼済額　　18億1．797万円
支　　出　　済　　害貝　　　171意呂．L2｛1 げ円

取益的収ベノ奴．～．芝出

　1経常希査費1

収フ、予算額　 5借2．！o6σ円

収　ノ＼済額　　5億3．87口万円

支出予算額　　3f惹2．oδ巧円

支　出　済　額　　　3億1．862万円

資本的収人ノ乏び支出

1投資的経費1

収　ぺ予算　吝111　　　2f、壱1．Bい万Pj

取　　べ　‘旨　言IF｛　　　2f意1，218ノ∫II］

、芝　出一予　算額　　　　3億3．196与ド」

乏　　出　　済　　額　　　　3f意2，553万11」

● 下水道事業

●地方卸売市場事業

●邑　　へ　　保　　健

●上水道事業

民生費

、藁－3、 墾瀕窯懸ii　F！　－”懸
薩1、澹賑庵『巽顎甥磨、コ嗣翻

躍
、
脅
霧 鍵攣攣鞭i・騨難、

　その他　148，316円

瀬
　
・
」

　
、
潜
．
7

　
、
　
r
7

　
，
馨
．

騒

軽，



　
　
沖
　
『
層
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
璽
　
．

　
白
石
駅
前
駐
車
場
は
、
買
物
客
と
通

勤
者
の
利
便
の
た
め
設
置
し
た
も
の
て

す
、
、

　
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
発
生
原
因
と

な
り
や
す
い
路
上
駐
車
を
や
め
、
駅
前

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
－
、

　
ま
た
、
緊
急
自
動
車
の
通
行
の
障
害

と
な
る
自
転
車
の
路
上
駐
輪
を
や
め
、

駅
げ
前
駐
車
場
内
の
自
転
車
駐
車
場
を
こ

利
用
！
＼
だ
ン
、
ご
い
．
、

　
な
お
駐
車
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

　
駐
車
場
の
定
期
利
用
は
、
商
工
観
光

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
、

　
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
費
二
五
1
－

二
一
一
一
（
内
線
≡
二
｝
へ
お
問
い
合

わ
せ
！
・
だ
さ
い
o

　　白石駅前駐車場料金｝覧　興竪勢羅躍1薫顯

テ　　　 さ　　　かギ　　ほ　　　　づしらごウ　を　　サ　　　あ　　ドで　　

』言学驚藁∫1一二尚塁響1、自右駅前慰輩暢，

誕≦’、一　τ－F‘〕甑　㌦『

きだ　　　　　　ぬま　　　きぞ
むヤ　　　　　　　　　みヤロ　　　し

籔戴F・i、制．、撃灘，、 、欝，灘羅鰻導事蒸所棚

安
定
給
水
の
確
保

　
白
石
市
の
水
道
は
、
昭
和
二
十
九
年

四
月
の
市
制
施
行
レ
．
同
時
に
一
部
給
水

を
開
始
し
て
以
来
、
市
の
発
展
と
と
も

に
伸
び
続
け
て
き
ま
し
た
．
－

　
現
在
の
嫉
、
柘
水
件
数
は
、
約
丁
り
、
一

〇
、
リ
件
、
　
…
日
最
大
給
水
量
は
約
一
六

五
〇
〇
立
方
ズ
ー
ト
ル
て
す
－

　
こ
の
よ
う
な
水
の
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
去
る
十
月
十
七
日
、
試
験
湛
水

　
（
貯
水
）
の
始
ま
っ
た
七
ケ
宿
グ
ム
を

水
源
と
す
る
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
用

水
供
給
事
業
か
ら
受
水
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
後
長
期
間
に
わ
た
る
安
定
給

水
が
確
保
さ
れ
ま
し
た

水
道
料
金
と

　
　
　
　
水
道
事
業
の
経
営

　
水
道
料
金
は
、
水
遭
事
業
を
経
営
す

る
た
め
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
、
、

　
現
在
白
石
市
で
は
、
未
給
水
地
域
の

解
消
を
図
る
た
め
の
第
四
次
拡
張
工
事

幻、

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
良
工
事
を
行

な
．
っ
て
お
り
、
国
や
公
冒
企
業
金
融
／
、
立

庫
か
ら
巨
額
の
資
金
の
融
資
を
受
け
て

い
ま
す
．
，
、
フ
ぐ
．
の
借
り
た
お
金
は
、
水
．
道

～
ノ

ー
γ

　
　
～

‘
」

、
」ン＼

、
梅

臨
、
羅

料
金
収
入
の
中
か
ら
毎
年
利
息
を
付
け

　て

返
還
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
、

　
ま
た
、
．
平
成
二
年
度
よ
り
広
域
水
道

か
ら
受
水
し
ま
す
の
’
、
」
、
そ
の
受
水
料

金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
、
一
れ
ら
の
こ
と
か
ら
水
遭
事
業
の
財

政
が
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
．

　
経
営
の
健
全
化

　
水
道
事
業
所
で
、
は
、
メ
ー
ク
ー
検
針

業
務
を
委
託
し
た
ほ
か
、
頑
織
の
．
再
編

成
を
し
ヒ
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業

の
会
計
を
一
本
化
す
る
な
レ
あ
含
理
化

を
行
い
、
経
費
の
節
減
に
よ
り
一
営
の

健
ヘ
モ
化
に
努
め
一
突
ま
い
り
ま
し
た

　
ま
迩
、
、
広
域
r
．
遭
か
ら
の
受
よ
粁
奮

の
低
減
化
を
図
る
た
め
、
受
火
十
し
市

町
の
目
長
が
、
国
に
対
し
て
は
補
助
・
。

の
確
保
お
よ
ぴ
長
期
借
入
金
の
返
済
期

問
の
延
長
等
を
、
県
に
対
し
て
は
広
域

水
．
道
建
設
に
係
る
出
資
金
の
他
、
県
費

う
。
探
出
ー
、
措
置
を
．
要
望
し
’
実
き
ま
し
」
．
」

　
．
一
れ
に
対
し
r
、
国
か
ら
は
補
助
金
の

ほ
か
、
f
期
措
ヌ
、
金
の
返
槍
期
間
の
延

長
の
’
、
～
め
の
稼
動
率
の
適
用
か
認
め
ら

れ
、
ま
迩
甲
、
県
か
ら
は
十
年
間
に
約
百

六
十
六
億
円
の
県
費
を
繰
出
し
、
受
水

料
金
の
軽
減
化
を
図
る
方
策
か
一
、
小
さ
れ

ま
し
請
、
尾

　
．
あ
よ
う
に
水
道
事
業
．
塗
、
冨
の
健
全

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後

と
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、

水
道
の
安
定
給
水
の
確
保
の
た
め
努
力

し
で
、
ま
い
り
ま
す
．
”

8

4

仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
『
粗
大
ゴ
ミ
』
収
集
運
搬
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

　
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
、
十

月
三
日
か
ら
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

れ
ま
で
収
集
し
な
か
っ
た
冷
蔵
庫
や
、

洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
、
自
転
車
な
ど
の
粗

大
、
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
施
設
で
す
．

　
粗
大
、
ゴ
ミ
の
搬
入
は
、
自
分
で
搬
入

す
る
か
、
市
の
許
可
し
た
収
集
業
者
に

委
託
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
収
集
運
搬
処
理
標
準
料
金
は

次
の
と
お
り
で
す
。

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
か
ら

廃
タ
イ
ヤ
処
理
料
金

　
廃
タ
イ
ヤ
の
処
理
料
金
は
、
下
の
料

金
表
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の
料
金
は

自
分
で
搬
入
し
た
場
合
の
処
理
料
金
で

す
．
．
収
集
を
依
頼
し
た
場
合
は
一
本
に

つ
き
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
料
金
に
は
消
費
税
は
含

ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
．
．

　詳しく

は
、
保
健
衛
生
課
、
ま
た
は

仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
倉

一
一
1

一
』
一

廃タイヤ処理料金表

五
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

単　　価

　　2‘、”）ド」

　　3rlO円

　　3〔）0円

　　400円

　　81）0円

　1，000F「1

2，000F［1

3，｛）Ol－1円

数　量
1本当り

　〃

ケ

ク

　　　業務内容
バイケ・自転車用タイヤ

　　　　〃　　　（ホイル付’1

軽・普通乗用自動車ダfヤ

　　　　ク　　〔ホイル付）

中型　タ　イ　ヤ

＜650・7507ラス＞1ホイル付1

大型　ク　イ　ヤ

＜lo（loフラス♪　1ホイルf寸｝

φ
、

諏XX其
5
二
㌧
弓
多
弓
壬
挽
’

垣
、
二
夙
　
　
筏
三
　
　
　
匁
＝
、
、
モ
汽
∈
粍
・

　
平
成
元
年
七
月
㎝
日
現
在
の
地
価
調

査
結
果
を
一
日
に
宮
城
県
が
公
表
し
ま

し
た
。

　
市
内
て
り
基
準
地
の
標
準
価
格
は
次

表
の
と
お
り
で
す
．
、
こ
の
地
価
は
国
土

利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
な
ど
の
取
引

価
格
審
査
の
基
礎
と
な
る
の
は
も
ち
ろ

1，800

1，300

　　800

1，000

　800

800

500

300

300

500

300

500

300

1　500

300

1．31）0

800

1．1－1（）0

5（）0

に
　
　
　
　
ぬ
　
マ
ゴ
ぢ
き
ぢ
リ
ニ
　
な
　
　
ね

ベ
ド
ヘ
ご
ド
ニ
　
さ
　
ぢ
ニ
リ
ぢ
　
　
　
　
バ
ニ
け
ろ
り
デ
と
ご
て
ぢ
　
　
ち
　
ド
ヰ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ぢ
り

正
し
い
土
地
取
引
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
価
調
査
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
κ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
“
奉

主な「粗大ごみ」の収集運搬処理標準料金表

規格等別種

2，500

1，800

1，000

1。400

1、000

H175×W59×D60

H　l52×W52×D60

H106×W46×D50

H　90×W78×D47

H　86×W52x　D4g

1．000上以型ーウ
一

700

400

400

15型～20型まで

14型以下

家庭用

大（3ドア）

中（2ドア）v

ノ」、（！ドア）

　　2槽式

　　1槽式

　　　大

　　　中

　　　小

冷
　
蔵
　
庫

洗
濯
機

一
ア
　
　
レ
　
　
ビ

700ク

400

700

400

700

400

8畳～15畳用

家庭用
　〃

1，800

1，〔）00

2，500

　　7〔）0

事務用等

5〔）ccエソ、下

子　供　用

ガス湯沸かし器

ガス風呂釜
2ロガステーブル

電子レンジ
石油ストーブ

石油ファンヒーター

掃　 除　 器

スチール製机

自　転　 車

バ　 イ　　ケ

三　輪　車

恥聖㌧燕
り1　13．8〔）0　〔）．7

　
　
　
　
実
際
み
な
さ
ん
が
取
引
さ

れ
る
と
き
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
！
、
⊆
す
：

　詳し♂、

は
、
市
秘
書
企
画
課
企
画
係

費
二
五
ー
二
一
一
一
へ
内
線
三
三
三
｝
へ

お
昂
寸
ね
く
だ
一
さ
い
二

町
町

王
田

蔵
村

区地B町
町
町

田
森
崎

柴
丸
川

市
市
町

石
田
順

白
角
如

躯酎

変動率

（％）

1㎡当り単価（円）

兀．7．163．7　．玉

基準地の所在及び地番用途

1．578，（1（〕O

0．930，600

76．800

30，300

沢端町！09番1住宅地

福岡長袋字陣場が丘7番14〃

郡山字観音崎1〔）番2

6，8｛冒1越河字：町屋敷33番〃

13，700自川津田字小路屋敷70番1〃

！29，50029、2（）（〕大鷹沢三沢字坂端35番1外〃

　
（
O

　
じ

　
ウ
一130，000127，000字中町4番商業地

網32，50031．6〔）（1福岡長袋字八斗蒔28番1外準工業地

0．713，50013、400郡山字東中堀20番外工業地

・
0
・

0ア　1レ

3！（1，00
福岡蔵本字番小屋46番林地

9
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明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
賞
者
紹
介

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
楽
し
い
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、
政
治
を
立
派
で

き
れ
い
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
明
る
い
選
挙
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
．
、

　
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
で
は
、
今
年
も
明
る
い
選
挙

を
お
し
進
め
て
い
く
・
？
え
で
役
に
立
つ

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
児
童
・
生
徒

の
皆
さ
ん
に
お
顧
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ

多
数
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
う
ち
2
2
点
を
県

の
審
査
会
に
出
品
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

〆
ず
．
唇

匙

　　騒ぜ

中
学
校
の
部

　
第
三
位

　
　
大
槻
功
二
君
　
　
（
東
中
3
年
）

高
校
の
部

　
第
一
一
位

　
　
菅
原
淳
子
さ
ん
（
白
女
高
3
年
）

　
　
菊
池
　
忍
さ
ん
（
　
〃
　
1
年
）

　
第
三
位

　
　
大
久
保
笑
子
さ
ん
（
〃
2
年
）

　
以
上
の
入
選
作
品
は
、
中
央
の
審
査

会
に
出
品
し
、
明
る
い
選
挙
の
啓
発
に

活
用
さ
せ
で
、
い
た
だ
き
ま
す
。

白
石
女
子
高
等
学
校
三
年
菅
原

甜
．
し

寅敬碍網交　‘＾．，、
　　す奪．6堀　　モ∫寧乾柔

あ
つ
こ

淳
子
さ
ん
の
作
品

｝
紙
歩
b
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
…

　
白
石
城
復
元
基
金
や
郷
土
資
料
館
建
嚇

署
基
金
、
哀
芸
能
伝
承
の
館
展
示
胤

隅
教
育
設
備
の
菱
な
ど
の
た
め
に
㎜

脚
多
大
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
㎜

欝
鞍
蕪
継
善
…

　
五
郎
氏
・
お
茶
と
く
・
佐
藤
栄
作
…

　
氏
．
川
村
隆
男
氏
．
白
石
宗
靖
氏
．
“

聴
擁
難
難
酢
羅
…

　
蔵
病
患
者
友
の
会
会
長
黒
田
豊
氏
・
㎜

　
暑
こ
け
し
業
協
同
組
合
理
事
長
柴
㎜

皿
田
康
武
氏
．
鈴
木
美
枝
子
氏
（
詔

　
件
）
．
安
彦
文
治
氏
．
笛
豊
二
氏
．
…

灘
謝
難
禦
灘
蕪

　
木
恵
一
氏
．
大
津
一
郎
氏
・
安
藤
篤
川

皿
　
子
氏
．
東
北
電
力
㈱
白
石
営
業
所
所
…

　
長
永
沼
昭
氏
・
大
平
小
学
校
環
境
整
卿

　
備
委
員
会
代
表
高
橋
昭
義
氏
・
小
熊
…

　
庄
吉
氏
．
倉
璽
㈱
河
本
弘
子
氏
．
…

丸
山
富
士
雄
氏
．
柳
原
誠
氏
．
菊
地
…

　
冨
治
氏
・
佐
藤
徳
夫
氏
・
伊
藤
寛
治
節

　
氏
．
中
澤
新
戻
．
メ
デ
ィ
ア
開
溌

　
㈱
社
長
遠
藤
千
舟
氏
・
坂
井
今
朝
二
舳

氏
．
佐
藤
藤
蔵
氏
．
村
上
美
氏
．
…

　
大
鷹
沢
第
四
区
老
人
会
齋
藤
か
ね
よ
脚

　
氏
・
島
貫
い
と
氏

　
　
医

　
　
　
地
一

会
一
二

大
席
　
』
．
顛

育
郷

・
体
本

民
ば

凪
市
ー
、

石
勝

自
複

回
合

’
6
1
総
『

、
㌧
第
「

　
去
る
1
0
月
1
0
日
、
市
内
2
9
地
区
の
参

加
に
よ
り
、
市
民
体
育
大
会
が
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

　
深
谷
地
区
の
小
学
生
の
一
輪
車
に
よ

る
入
場
行
進
な
ど
、
各
地
区
毎
に
そ
れ

ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
行
進
や
、
親
子

三
代
リ
レ
ー
、
お
し
ど
り
競
走
、
玉
入

れ
、
綱
引
き
な
ど
白
熱
し
た
競
技
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
，

　
連
日
雨
模
様
の
天
気
が
続
い
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
は
雲
一
つ
な

い
秋
空
が
広
が
り
、
絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
、

　
市
民
体
育
大
会
に
ご
支
援
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
紙
上
か
ら
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

懸鞭議羅響讐梅鱈．1欝蕎
防
、
翼

翫　，識墨、§一盤・

　　　　　　　　z　　　　　　一溢
　　　　　　　　よ　議黙憲灘纏齢藝畿難・一一諜
聾㎝．野擬灘轡一　　・　　馨鱈

一
「
駿

．＿．．、．麟i距

N

順　　位

＼駆名
種目＼
入場行進
玉　入　れ
綱 　引　き
姻血鋤物ルー

年代リレー
200歳リレー

800mリレー

亙．、＿」」

第盟回白眉市訟衆衛篤六禽

、
総

、
蜘

　
　
　
　
　
　
　
霧

　
　
　
　
　
　
　
翻
　
　
　
よ

　
十
月
三
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
、

第
二
十
一
一
回
白
石
市
公
衆
衛
生
大
会
が

開
か
れ
、
公
衆
衛
生
活
動
の
推
進
に
実

績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
、
献
血
功
労

団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
－

　
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
は
、
市
民
の

健
康
を
保
持
し
、
よ
り
快
適
な
生
活
の

た
め
、
保
健
事
業
の
推
進
対
策
と
生
活

環
境
の
美
化
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
る　

本
大
会
に
お
い
て
、
次
の
事
項
の
実

現
を
宣
言
決
議
さ
れ
ま
し
た
．
．

①
環
境
美
化
の
推
進
を
は
か
る
．

壱
快
適
な
環
境
を
め
ざ
し
て
公
害
防
止

　
対
策
を
は
か
る
、
．

3
市
行
政
の
行
な
う
保
健
衛
生
事
業
等

　
の
推
進
を
は
か
る
．
．

互
伝
染
病
防
止
対
策
の
充
実
を
は
か
る

5
各
種
研
修
会
、
大
会
等
の
開
催
お
よ

　
び
積
極
的
参
加
を
は
か
る
．

　
生
活
環
境
を
美
化
し

　
　
　
快
適
な
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
ー

・
白
石
市
長
感
謝
状

　
　
　
佐
藤
　
て
江
　
　
佐
r
　
宏

・
仙
南
保
健
所
長
感
謝
状

　
　
　
状
永
　
精
一
　
　
我
妻
　
浅

・
白
石
刈
田
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
連
合
会
長
感
謝
状

　
　
　
佐
久
間
健
郎
　
　
古
山
　
正
己

　
　
　
菅
野
　
政
直

・
白
石
市
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
連
合
会
長
感
謝
状

　
　
　
－
田
子
之
古
　
斎
藤
功

　
霜
山
　
三
郎
　
　
岡
　
　
久

　
吉
川
へ
十
江
　
　
主
峯
　
甘
俘

　
佐
鼎
膝
　
　
点
早
キ
、
　
　
　
文
M
月
　
　
㎜
二
男

　
小
畑
　
富
男
　
　
石
与
佳
一
郎

　
石
川
　
仁
志
　
　
小
笠
原
富
夷

　
谷
津
　
竹
冶
　
　
新
町
臼
寿
会

　
ナ
、
平
小
三

．
予
供
会

　
白
石
云
、
間
ド
ノ
ヶ
簡
保
ム
ム
長

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
正
一

「
感
謝
の
こ
と
は
」
伝
達

　
　
南
中
学
校
生
徒
会

・
献
血
功
労
団
体
に
対
す
る
感
謝
状

　
　
白
石
消
防
署
　
　
白
石
興
産
嚇

　
　
白
石
営
林
署
　
　
白
石
市
農
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
〕

申，㌧．晶，＿、π上上1＝『M　　幅ロ、．πヂ＿＿／

不
忘
ミ
セ
ス
会

　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

　
本
年
度
の
全
国
生
活
改
善
実
行
グ

几
ー
フ
表
彰
［
社
団
法
人
農
山
漁
家
牛

話
改
善
研
究
会
主
催
｝
て
不
忘
ミ
七
ス

云
『
会
長
柳
田
ヒ
み
い
ン
デ
住
他
二
団

体
の
活
動
が
最
優
秀
と
認
め
ら
れ
、
九

月
二
十
六
口
、
石
垣
記
人
，
心
ホ
ー
見
〔
東

京
港
区
一
に
お
い
て
、
、
農
林
水
産
尺
臣

賞
を
受
賞
し
ま
」
た

　
翁
国
中
央
審
査
に
お
い
で
、
1
独
自
の

託
児
保
育
所
「
不
忘
壬
供
の
国
」
を
開

設
し
、
保
育
指
導
し
、
次
代
を
担
う
チ

ど
も
た
ナ
の
育
成
を
し
〆
－
、
い
る
　
②
酪

農
の
理
想
郷
づ
く
り
を
目
指
し
、
灯
、
婦

「
統
計
の
日
」

　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
受
賞

　
　
「
統
副
の
日
」
と
は
、
統
剤
の
重
要

　
性
を
理
解
し
で
、
も
ら
う
と
と
も
に
、
統

　
計
調
査
に
対
し
．
層
の
協
力
を
得
る
た

　
め
、
政
府
か
昭
和
四
十
八
年
に
制
定
し

　
た
も
の
で
す

　
　
十
月
ト
ヘ
日
を
「
統
計
の
日
」
に
定

　
め
た
の
は
、
わ
が
国
の
近
代
統
計
の
起

　
源
と
な
っ
た
「
府
県
物
産
表
」
調
査

　
〔
生
産
物
調
査
〕
に
関
す
る
太
政
官
布

　
告
が
発
せ
ら
れ
た
日
に
当
た
る
か
ら
！
－
、

　
す
．

　
　
こ
の
日
を
記
念
し
て
、
農
林
水
産
統

　
計
情
報
業
務
協
力
者
に
農
林
水
産
大
臣

砥
謝
状
か
警
れ
、
農
林
崖
行
政
に

　
寄
与
さ
れ
た
功
績
か
た
た
え
ら
れ
ま
し

協
力
し
、
矢
酪
農
作
業
の
共
同
化
～
．
宮

の
安
｛
疋
化
を
図
り
、
で
、
い
る
な
と
か
」
局
！
、

詩
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
q
、
た

も
の
て
す

　
本
年
度
は
、
全
国
一
万
一
イ
余
の
q

活
改
　
ク
几
ー
フ
の
う
ち
、
首
都
道
府

県
、
フ
ロ
，
ヶ
予
選
を
通
（
た
四
十
ニ

ケ
ル
ー
フ
か
参
加
し
、
農
林
水
産
大
臣

賞
に
は
三
ケ
兀
ー
フ
か
選
は
れ
ノ
、
π
賞
し

ま
ー
．

　
不
忘
ミ
干
一
ス
会
は
、
十
三
々
釦
の
会
員

か
協
η
し
、
さ
ま
さ
ま
な
活
動
を
続
け

／
・
、
い
ま
す

に
お
け
る

た

永
年
協
力
者

［
牛
乳
4
産
費
、
調
査
農
家
一

日
下
　
満
雄
さ
ん
（
六
十
六
歳
）

　
白
石
市
福
岡
長
袋
字
鍛
冶
屋
敷
3
3

　
　
日
ド
さ
ん
は
、
辰
田
・
畑
。
搾

　
乳
牛
四
頭
を
飼
養
す
る
復
合
経
営

　
農
家
て
す
　
牛
乳
生
彦
費
調
査
の

　
記
帳
は
、
昭
和
一
、
十
九
年
か
ら
始

　
　
め
ら
れ
、
二
十
五
年
の
長
期
に
わ

　
た
っ
て
協
力
し
て
♂
、
だ
さ
い
ま
し

　
　
た
の
て
永
年
協
力
者
と
し
て
感
謝

　
状
を
受
賞
し
ま
し
た
．

皿
牛
乳
生
斥
費
調
査
農
家
一

高
橋
　
泰
治
さ
ん
（
四
十
歳
）

　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
植
田
5
5

　
　
占
同
椿
阿
翼
ご
ー
へ
肝
け
、
　
水
旧
田
　
・
畑
　
・
槙
H

　
乳
牛
四
頭
孔
飼
養
す
る
複
・
、
・
経
官

　
農
家
て
す
　
牛
乳
生
産
費
調
査
の

　
記
帳
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
始
め

　
　
ら
れ
、
高
橋
さ
ん
か
他
職
業
に
佐

　
事
さ
れ
で
、
お
り
、
奥
ン
、
ロ
λ
が
農
作

　
業
、
家
事
と
多
忙
の
中
を
十
年
余

　
り
協
力
し
て
き
ま
し
た

　
　
都
合
に
よ
っ
て
や
め
ら
れ
ま
し

　
た
か
長
期
に
わ
た
る
調
査
協
り
に

　
対
し
て
成
’
謝
状
か
贈
ら
れ
ま
し
た

”



f2

ク
ラ
ス
紹
介
⑱
福
岡
小

明
る
く
、

　
　
　
　
元
気
な
ク
ラ
ス

　
私
た
ち
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
学
校

て
勉
強
し
て
い
ま
す
．
．
私
た
ち
の
ク
ラ

ス
は
、
男
子
二
十
人
、
女
子
十
四
人
と

少
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
明
る

琴
．
．
元
気
さ
・
仲
良
さ
な
ら
、
ど
こ
の

学
校
に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
．
．

　
担
任
の
渡
辺
浩
｝
先
生
は
も
の
す
二

！
・
ひ
ょ
う
き
ん
で
み
ん
な
の
人
気
者
て

す
．
、
う
る
さ
く
し
た
時
や
悪
ふ
ざ
け
を

し
た
時
な
ん
か
は
、
こ
れ
が
あ
の
優
し

い
先
生
か
と
思
ろ
ほ
ど
の
こ
わ

い
先

生
に
な
り
ま
す
．
．

　私たち

の
ク
ラ
ス
は
、
雨
の
日
を
除

い
て
毎
朝
校
庭
を
四
周
走
っ
て
い
ま
す
．
、

私
も
最
初
は
走
る
の
が
い
や
だ
っ
た
け

．
穎
，
翫
群

　
　
　
蔑
障
華
紘

　
　
　
　
　
　
蟻
㌫
，
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

　
　
　
　
　
．
緊
溺
劉

晒
　
・
．
盛
轡

　
　
　
　
　
　
、
電
’
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
憲
ノ

　
　
　
　
　
　
ノ
　
、
　
　
2
ー

　
　
　
　
　
漁
一

　
　
　
　
巳
圃
隅
一

　
」
　
　
T

六
年
二
組

れ
ど
、
今
で
は
口
で
「
い
や
だ
あ
i
」

と
か
言
っ
て
も
、
走
る
の
は
け
っ
こ
う

気
持
が
い
い
の
で
走
り
続
け
て
い
ま
す
．
．

　
ク
ラ
ス
に
は
、
図
書
・
連
ら
く
・
体

育
・
保
健
・
集
会
・
新
聞
∴
字
習
の
ヒ

つ
の
係
が
あ
り
、
ビ
の
係
も
］
生
け
ん

め
い
が
ん
は
っ
で
、
い
ま
す
．
．

　
十
月
十
一
日
に
、
不
忘
・
長
峰
分
校

へ
遠
足
て
行
き
ま
し
た
．
途
中
で
川
原

子
ダ
ム
ヘ
よ
っ
た
り
、
あ
け
び
を
と
っ

た
り
し
て
楽
し
，
＼
歩
き
ま
し
た
．
て
も

長
峰
分
校
に
首
く
こ
ろ
に
は
、
み
ん
な

く
た
く
た
に
つ
か
れ
て
い
ま
し
た
　
し

か
し
、
弁
当
を
食
べ
る
と
ま
た
元
気
に

な
b
ま
し
た
．
．
十
七
キ
ロ
も
歩
い
た
の

　
ク
ラ
フ
、
に
は
三
つ
の
目
標
か
あ
り
ま

す
る
・
進
ん
で
働
く
の
三
つ
て
す
、
こ

の
三
つ
の
目
標
は
簡
単
そ
ろ
に
見
え
で
、

も
か
な
匂
難
し
い
目
標
で
す
、
だ
か
ら

な
ん
と
か
卒
業
す
る
ま
f
、
に
は
守
れ
る

よ
ろ
に
な
り
た
い
で
す
．
．

　
私
た
ち
の
ケ
ラ
ス
は
こ
う
い
う
ク
ラ

ス
で
す
．
．
元
気
で
明
る
！
＼
仲
良
い
反

面
け
ん
か
も
す
る
け
れ
ど
、
残
っ
て
い

る
小
学
校
生
活
を
も
っ
と
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
た
い
で
す
、

で
、
次
の
日
は
み
人
な
足
が
痛
い
レ
一
言
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

っ
て
い
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

す
．
．
進
ん
で
学
習
す
る
・
進
ん
で
運
動
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　な＿　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　；　＿＿　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　＝＝㌃　　　　　
　一　　P

　　　　＝　　　＝
　一　　　　　　　　　一　　　　

†　

　
片
切
明
神
社
は
大
町
邑
に
あ
り
、
　
日
、

安
倍
頼
時
の
予
白
鳥
八
郎
則
任
の
屍
を

埋
む
る
と
こ
ろ
、
後
に
郷
左
祠
を
建
て

で
、
こ
れ
を
祀
る
と
「
奥
羽
観
蹟
聞
老

志
」
に
書
か
れ
で
、
い
る
　
土
地
の
人
は

昔
、
白
鳥
八
郎
の
遺
骸
を
こ
こ
に
葬
っ

た
の
で
、
．
利
面
石
を
そ
の
化
身
で
あ
る

と
称
し
、
片
切
明
神
と
し
て
祀
っ
た
と

言
っ
て
い
る

　
片
切
明
神
社
の
こ
神
体
は
、
高
ン
．
」
．
…

尺
五
寸
〔
約
ヒ
十
五
セ
ン
チ
）
周
り
三

尺
〔
約
九
十
セ
ン
チ
〕
余
り
の
菊
面
石

て
あ
る
と
い
う
「
安
永
風
土
記
」

　ド

菊
甲
団
石
は
、
　
伸
化
嗣
岡
閃
緑
山
石
の
母
幽
石
の

中
心
に
角
閃
石
・
斜
長
石
、
外
側
に
雲

母
・
角
閃
石
か
同
心
円
状
に
結
晶
し
た

球
状
構
造
を
含
む
岩
石
で
あ
り
、
菊
花

の
紋
を
並
べ
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
菊

面
石
と
呼
は
れ
で
、
い
る

　
日
本
f
、
は
筑
葉
山
ハ
小
判
石
）
、
三

河
ゲ
叔
山
〔
菊
石
）
、
信
州
毛
毎
山
か

ら
わ
ず
か
に
産
出
す
る
た
け
で
、
あ
る
．

　
外
国
て
は
ナ
ホ
レ
オ
ン
の
生
地
コ
ル

シ
カ
島
か
ら
産
出
す
る
の
て
「
ナ
ホ
」

オ
ン
石
」
ヒ
呼
は
れ
て
い
る
：

　
菊
面
石
は
、
た
正
十
二
年
三
月
七
日

国
指
定
天
験
、
融
記
念
物
と
な
臼
保
護
さ
れ

て
い
る

　
地
名
の
「
菊
面
石
］
は
、
球
状
閃
緑

岩
が
露
出
し
で
、
い
る
こ
と
か
ら
つ
い
た

小
字
名
で
あ
る
．
．
菊
面
石
付
近
は
、
犬

一
午
都
婆
地
区
と
の
境
界
で
あ
り
、
「
犬

卒
都
婆
の
菊
面
石
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
．
．

　
現
在
は
、
大
晦
沢
大
町
宇
利
面
石
と

白
川
犬
卒
都
婆
字
菊
面
石
と
が
あ
る
．
．

　
こ
の
近
く
沖
の
沢
に
は
、
浅
い
線
彫

い
の
子
安
観
世
音
像
碑
が
建
で
、
ら
れ
て

い
る
、
．
寛
政
七
年
ニ
ヒ
九
五
）
造
迄

て
、
こ
の
形
態
は
白
石
市
の
東
部
山
地

に
の
み
み
ら
れ
る
も
の
で
地
域
差
の
感

し
ら
れ
る
物
の
ひ
と
つ
て
あ
る

　
ま
た
、
こ
の
地
区
内
を
流
れ
る
高
田

川
は
、
た
ひ
た
び
水
害
を
も
た
ら
す
川

て
は
あ
る
が
、
た
卒
都
婆
字
東
北
・
黒

森
・
市
の
沢
な
ど
の
空
H
窯
で
造
ら
れ
た

大
甕
・
壷
・
す
り
鉢
な
ど
の
左
型
の
中

世
陶
器
と
呼
は
れ
る
常
滑
焼
弘
．
に
似
た

製
品
を
運
ぶ
た
め
に
も
利
用
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
：

顧
罷
離
難
饗

，
o
o
㊥
“
倉
（
ハ
6
、
幅
角
o

わが家サ①oりo

　一　慶

南部　剛君（小原1

　祐一さん、タマさんの三男
ママからひとこと
“人にはやさしく、自分には厳し
　いたのもしい人に育ってネ．グ1

パパからもひとこと
“個性豊かな人間に育ってほしい“

賦200口○α200▽OQ

O
o
◎
◎
9
倉
o
㊤
O
“
角
O
o
◎
“
R
o

市
民
文
芸

國
目
國
川
股
兵
三
選

わ
が
家
の
井
戸
水
旨
し
と
日
毎
寄
る
下
校
の
子
等

の
日
焼
け
た
る
顔
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

豊
か
な
る
穂
波
の
寄
せ
る
畦
に
立
ち
黄
ば
み
始
め

し
稲
田
見
て
を
り
　
　
　
　
　
　
村
上
　
栄
子

初
孫
の
膀
の
緒
入
れ
ん
と
老
夫
は
桐
の
小
箱
を
丹

念
に
作
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

今
年
ま
た
流
燈
会
き
て
妻
と
娘
の
位
牌
を
納
め
燈

籠
流
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
夜
潮

戦
友
と
湯
治
に
行
き
し
夫
に
代
わ
り
看
取
り
て
く

れ
る
娘
の
手
の
や
わ
し
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

志
津
川
湾
一
望
に
見
ゆ
窓
に
寄
り
餌
欲
る
海
猫
の

群
飛
ぶ
を
見
る
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
数
子

「
苗
を
ふ
く
友
達
」

　
斎
藤
　
由
佳
（
越
河
小
5
年
V

大
陸
の
花
嫁
と
し
て
行
き
し
人
ら
残
留
婦
人
と
な

り
て
老
ひ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

秋
雨
に
人
な
つ
か
し
き
昼
さ
が
り
娘
の
労
わ
り
の

電
話
に
和
む
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

わ
が
夫
は
旅
の
思
ひ
出
を
残
さ
ん
と
土
産
の
提
灯

を
壁
に
並
べ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

病
み
て
居
し
項
を
思
へ
ば
幸
せ
と
狭
庭
の
花
に
日

毎
水
や
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
　
き
み

（
評
）
一
首
目
「
水
」
に
関
わ
る
問
題
が
叫
ば
れ

て
い
る
が
、
こ
の
歌
は
ま
こ
と
に
健
康
的
で
あ
る
、

井
戸
の
地
下
水
が
旨
い
の
は
幸
せ
で
あ
り
、
日
毎

に
下
校
の
折
に
寄
っ
て
飲
む
井
戸
水
の
旨
さ
を
子

ど
も
た
ち
は
忘
れ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
日
焼
け
し

た
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
顔
を
見
て
作
者
も
共
に

喜
ぶ
。
二
首
目
、
収
穫
の
秋
も
近
い
。
黄
ば
み
は

じ
め
た
稲
田
を
眺
め
な
が
ら
畦
に
し
ば
し
立
ち
つ

く
す
。
充
実
し
た
満
足
の
勤
労
の
歌
。
三
首
目
、

わたしの

　　ケツサク

）腿．灘瀦！1

　「草を食べている牛」

　佐藤　宗幸（三住分校4年）

へ
そ膀

の
緒
を
大
切
に
保
存
す
る
習
慣
が
あ
る
。

初
孫
の
た
め
に
桐
の
小
箱
を
丹
念
に
作
る
。

の
よ
ろ
こ
び
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

家夫
族は

團
幽
鈴
木
皇
選

も
ド
ド
ろ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
み
た
ま

．
毫
緑
の
ふ
た
り
そ
ろ
へ
る
生
身
魂
　
鈴
木
鉄
二
郎

月
な
く
も
月
下
美
入
の
開
き
け
り
　
日
下
　
　
文

夜
も
す
が
ら
下
水
工
事
や
虫
し
ぐ
れ
高
子
　
　
橘

萩
の
寺
句
座
も
野
点
の
席
も
あ
り
　
赤
聞
た
か
子

早
々
と
稲
か
け
そ
め
て
案
山
子
た
つ
佐
藤
　
善
夫

青
蛙
台
風
避
け
て
へ
ば
り
つ
く
　
　
勅
使
瓦
令
造

　
　
　
　
　
　
の
う
せ
ん
か
つ
ら

仰
ぐ
空
茜
色
な
り
凌
晋
花
　
　
　
若
桑
源
治
郎

稲
の
花
匂
ふ
と
も
な
く
風
過
ぎ
ぬ
　
佐
藤
　
周
子

赤
と
ん
ぼ
憩
へ
る
鍬
の
柄
に
止
り
　
三
浦
　
愛
嶺

し
み
じ
み
と
裏
庭
吹
け
り
秋
の
風
　
鈴
木
　
民
子

〔
評
）
一
句
目
、
盆
は
故
人
の
霊
を
供
養
す
る
ば

か
り
で
な
！
＼
生
存
の
目
上
の
方
に
礼
を
行
ろ
日

で
も
あ
っ
た
の
で
「
生
盆
」
と
も
い
っ
た
。
老
い

て
や
や
脳
軟
化
ぎ
み
の
ご
夫
婦
で
は
あ
る
が
、
健

康
な
両
親
で
あ
る
、
二
句
目
、
月
下
美
へ
は
、
夜

に
大
き
な
花
を
除
々
に
開
き
、
美
し
く
香
り
も
高

い
が
、
四
時
間
く
ら
い
で
萎
ん
で
し
ま
う
。
月
が

な
く
て
も
咲
く
あ
わ
れ
を
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。

．
∪
十
一
月
の
例
会
は
、
十
一
月
二
十
六
日
卿
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町

一
番
一
号
）
へ
．
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

f3



わ
が
家
の
味

へ
妙
診
o
勿
甥
申
シ
リ

か
わ
り
コ
ロ
ツ
ケ

〔
材
料
〕
三
人
分

　
ヒ
ジ
キ
3
0
9
、
油
揚
一
枚
、
糸
コ
ン

　
蜘
9
、
ニ
ン
ジ
ン
5
0
9
、
枝
豆
m
9
、

　
じ
ゃ
が
い
も
珈
9
、
小
麦
粉
、
パ
ン

　
粉
、
卵
1
個
、
砂
糖
大
さ
じ
2
、
み

　
り
ん
大
さ
じ
2
、
塩
小
さ
じ
ー
，

〔
作
り
方
〕

①
ヒ
ジ
キ
を
3
0
分
間
水
に
つ
け
て
も
ど

　
し
2
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、
油
抜

　
き
し
た
油
揚
と
塩
も
み
し
た
糸
コ
ン

　
を
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
に
ん
じ
ん

　
は
千
切
り
に
す
る
．
、

②
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
、
大
き
め

　
に
切
り
水
に
さ
ら
し
て
お
き
、
柔
ら

　
か
く
な
る
ま
で
煮
て
、
水
気
を
き
り

　
つ
ぶ
す
。

③
枝
豆
を
少
量
の
塩
を
入
れ
て
ゆ
で
、

　
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

　　　憲

　　　蓋

　　戸自

％

託

小室キクコさん（長袋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〆　　　　　　　　　　　　　　　　　
；ン、

　　　　　　　　　　　　　　　　「ン」　　　　　　　　　　　　　　　一ン　　　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　　　　ン’　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　ヤセ　　　　　　　『》』　　　　　　コ、レ　　　　．、P　　　L）を’　　、ン

　
④
卵
を
と
き
ほ
ぐ
し
て
お
く
。

　
⑤
①
を
油
で
い
た
め
、
砂
糖
・
し
ょ
う

　
　
ゆ
・
み
り
ん
で
味
を
つ
け
る
。

　
④
②
③
⑤
を
混
ぜ
て
丸
め
形
を
整
え
小

　
麦
粉
・
卵
・
パ
ン
粉
を
つ
け
て
油
で

　
揚
げ
る
，

レ
“
」

「
Y
ダ
“
ぜ
、

ゴ
ガ
・

一
￥
ン
㌧
、
》
〆
・
“
－
“
ー
ノ
、
ノ
・
“
．
・
“
孕
“
で
ノ
㌧
レ
㌧
ン
、
　
“
そ
“
ど
“
ン

　
　
　
　
　
　
　
え
だ
ま
め
に
つ
い
て

ゴ

ン
　
　
【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
】

ヤア

　
、
え
だ
ま
め
は
、
「
畑
の
肉
」
と
も
言

わ
れ
る
大
豆
を
若
い
ろ
ち
に
と
っ
た
も

の
で
、
野
菜
と
は
い
っ
て
も
ビ
タ
ミ
ン

巳
・
B
た
ん
白
質
が
豊
富
で
し
か
も
大

豆
に
は
無
い
ビ
タ
ミ
ン
C
も
た
っ
ぷ
り

含
み
、
豆
と
野
菜
の
優
れ
た
両
面
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
え
だ
ま
め
は
、
さ
や
の
ふ
っ
く
ら
と

し
た
緑
鮮
や
か
な
も
の
を
、
枝
付
き
の

プ
も
の
は
、
枝
や
葉
が
生
々
し
、
さ
や
の
密

塾
生
し
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
．

　
色
鮮
や
か
に
ゆ
で
あ
げ
る
に
は
、
さ

き
や
つ
き
の
ま
ま
塩
ゆ
で
に
し
す
ぐ
に
さ

い
ま
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
ス
ー
プ
等
す
り
つ
ぶ
し
て
使
う
料
理

ハ
．
に
は
少
し
柔
ら
か
く
ゆ
で
て
く
だ
さ
い
、

　
　
　
　
　
　
っ
釦
ギ
ィ
“
㌢
“
ノ
・
“
を
“
9
ン
、
ン
ら
ゾ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

2
～
3
日
保
存
す
る
だ
け
な
ら
ポ
リ
袋
　
・

に
入
れ
て
冷
蔵
庫
の
野
菜
ボ
ッ
ク
ス
で
、
、
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

特
に
新
鮮
な
も
の
は
、
ゆ
で
て
か
ら
急
熱

速
冷
凍
し
て
お
け
ば
冬
で
も
お
い
し
く
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

食
べ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献

　
栄
養
的
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
勃

ミ
ン
巳
、
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
C
等
が
多
く
伽

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
毒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
。
γ
　
　
　
　
　
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　　d上昇品目
　　　食1パン・ラッフ。

　　 2下降品目
　　　バター・テ右ノシュペーパー・洗
　　　濯用合成洗剤・灯油（配達1・レ
　　　ギュラーガソリン
　　131横はい品目

　　　砂糖・しょうゆ・マーガリン・牛
　　　乳・カレーライス・理．髪料。パー

　　　マネント料・灯油σ苫頭1・軽
　　　汕・プロパンガス・サラダ油・即
　　　席中華めん・炭酸飲料・小麦粉

　　ql上昇品目

　　　しょうゆ・サラゲ油・小麦粉・ラ
　　　ップ・カレーライス・理．髪料・バ

　　　ーマネント料・レギュラーガソリ

　　12 下降晶目

　　　砂糖・食パン・マー、ガリン・牛

　　　乳・ハケー・ティソシュペーバ
　　　ー・マ先濯用合成評先剤・灯￥由　（店

　　　ヲ貞・配達）　・ブロパンガス

　　13横はい品目

　　　軽油
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　　259

前　　月

　　　　256

今　　月

　　　　　356

淵
葺
「
・
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獲
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麹
一
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レ
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q
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n
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コ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
1

最低価格

　　221

　　183

　　304

最高価格

　　278

　　299

　　53“

　　247

　　1511

　　規　　　格

上白糖1kll

上級濃i　I】’ボリ容器入i』

ボリ容器メ、ll7り1川

簿ノ」粉ll、r

　品名
』，砂　　糖

2．しょうゆ

3．サラダ油

4．小麦粉
5，食パン

18！1

204

29しI

lrll

隔

劃L

慌

ソフトカFしト■ノ㌧1

紙容器ぺり】，川OCl

カrレト■ノ、112コ51司

礪1紙箱λ、1

　器諾，壽＋翌一ll⊥釜
軟一皿　　1ヨ”・l　l311し郷147h 捌陶1－ll5．さ1卜一　ll士愈1・～17tl・満・1禦巴・II麟

コーllト・ヨート＿il・5巳逆1二・曳、遡」凶」1士1三

謙鉦±藷一繋一避揺躍

6．マーガリン

7．牛　　　乳

8．バ　タ　ー

9，ティフシュペーパー

m、ラ　ッ　プ

ll．洗濯用合成洗剤

12、カレーライス

13．理　髪　料

14，パーマネント料

15、灯　　　抽

16．レギュラーガソリン

17，軽　　　油

18，ブロパンガス

19．即席中華めん

20，炭酸飲料

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
も

　
　
国
民
年
金
の

　
　
　
　
届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
へ
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
す
べ
で
、
の
人
〔
学
生
等
を
除

く
）
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
（
、

　
国
民
年
金
の
加
入
の
方
法
は
、
三
種

類
が
あ
り
、
保
険
料
の
納
め
方
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
、

加
入
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
、

必要な国民年金の届

資格取得届

資格喪失届

　　　　　　由　　　1変わる種別
る、もしくは、再就職しない　2号一1号

　　　　　　　　　　　1号一→2号

　　　事
退職し、自営業を始め

会社に就職

必要な国民年金の届

種別変更届

資格喪失届

資格取得届
（3号該当1

種別変更届

届出不要
種別変更届
13号該当）

サラリーマンの夫に扶養されている奥さんの場合

　　　事　　　　　　　　　　　由　　　　変才変わる種別

3号→1号

3号→2号

2号→3号

3号→3号
3号→3号

1号→3号

　　　事　　　　　　　　　　由
去が退職し、自営業を始めるもしくは、再
界尤厚哉しない

奥さんが働き始めた

奥さんが退職し、夫に扶養されるようにな
った

公務員の夫が退職し、会社に就職

会社の変更

夫が会社に就職

　
こ
第
一
号
被
保
険
者
〔
農
業
や
自
営
業

　
等
の
へ
）
：
・
自
分
で
保
険
料
を
納
入

　
○
第
二
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務

　
員
）
…
給
料
か
ら
天
引
き

　
C
第
三
号
被
保
険
者
昇
ラ
リ
ー
マ
ン

　
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
等
）
…

　
夫
（
ま
た
は
妻
）
の
加
入
す
る
年
金

　
制
度
が
負
担

　
こ
の
よ
う
に
加
入
の
方
法
が
異
な
る

た
め
、
左
上
の
表
の
事
由
に
該
当
し
た

と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
，

　
特
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

個
々
に
保
険
料
を
納
め
な
い
の
て
、
届

け
出
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

年
金
手
帳
を

　
　
　
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

　
年
金
手
帳
は
、
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
に
は
じ
め
で
、
加
入
し
た
と
き
に
渡
さ

れ
ま
す
．
．

　
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
号

番
号
に
よ
り
み
な
さ
ん
の
年
金
の
記
録

が
整
理
さ
れ
で
、
お
り
、
一
つ
の
記
号
番

号
（
各
年
金
制
度
ご
と
）
を
一
生
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
年
金
手
帳
は
、
年
金
に
つ
い
て
の
届

け
出
、
相
談
の
と
き
や
、
将
来
、
年
金

を
請
求
す
る
と
き
必
要
な
の
で
、
大
切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
．
．
，

　
ま
た
、
次
の
場
台
は
す
み
や
か
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

G
年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
も
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
号
番
号
を
一
つ
に
す
る
手

続
き
。

∩
、
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き
は
、
再

交
付
の
手
続
き
。

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
年
金
手
帳

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
ろ
、

国
民
年
金
に
は

　
保
険
料
の
免
除

　
　
　
制
度
が
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
毎
月
納
め
て

い
る
で
し
ょ
ろ
か
。
保
険
料
を
ど
・
つ
し

て
も
納
め
ら
れ
な
く
て
未
納
の
ま
ま
に

し
て
い
る
方
は
お
り
ま
せ
入
か
、

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
〔
農

業
や
自
営
業
者
等
｝
に
は
、
障
害
年
金

を
受
け
て
い
る
と
き
や
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き

に
保
険
料
の
納
入
が
免
除
さ
れ
る
「
法

定
免
除
」
と
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の

理
由
に
よ
り
本
人
が
申
請
し
て
免
除
さ

れ
る
「
申
請
免
除
」
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
、

　
こ
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
’
堂
け
る
た
め
の
期
問
と
は
な
り
ま
す

か
、
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
は
、
納

め
た
場
合
の
三
分
の
↓
の
金
額
と
な
り

ま
す
、

　
未
納
に
し
て
お
く
と
、
万
一
の
場
合

の
生
活
保
障
や
老
後
の
保
障
が
受
け
ら

れ
な
！
・
な
り
ま
す
、

　
保
険
料
の
納
入
が
困
難
な
場
合
は
、

未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に
市
民
課

国
民
年
金
係
雪
二
五
－
一
二
一
て
内

線
）
二
二
七
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

美
顔
サ
ー
ビ
ス
付
化
粧
品
の

　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　
夕
方
、
仙
台
駅
付
近
で
若
い
男
性
に

　
「
今
度
オ
ー
ブ
ン
す
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ

ロ
ン
の
ア
ン
ヶ
ー
ト
に
答
え
て
…
…
」

と
店
に
連
れ
て
い
か
れ
た
．
、

　
店
内
に
は
、
数
へ
の
販
売
員
か
お
り

自
社
化
粧
品
の
優
れ
で
、
い
る
こ
と
、
化

粧
品
を
買
え
は
美
顔
サ
ー
ビ
ス
料
金
を

安
く
す
る
等
と
説
明
を
受
け
、
美
顔

サ
ー
ビ
ス
の
無
料
チ
ヶ
ッ
ト
を
｝
枚
渡

さ
れ
、
後
日
来
店
す
る
よ
う
に
強
引
に

約
束
さ
せ
ら
れ
、
結
局
二
十
万
円
の
化

粧
品
を
買
わ
さ
れ
た
．

そ
の
時
は
ア
ル

バ
イ
ト
だ
っ
た
た
め
、
ケ
レ
ジ
，
ト
の

契
約
か
で
き
な
い
の
で
、
ア
ル
バ
ィ
ト

先
の
社
名
で
勤
務
二
年
二
か
月
と
書
く

よ
う
に
指
示
さ
れ
た
．

　
現
在
は
無
職
の
た
め
ヶ
レ
ジ
リ
ト
の

支
払
い
が
大
変
な
こ
と
と
、
一
回
の
美

顔
サ
ー
ビ
ス
料
金
が
五
百
円
と
い
う
約

　
　
　
　
　
9
9

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
σ
曜

　
　
　
　
　
　
　
。
座
朝
濫

束
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
薬
代
・
カ
ル
テ

料
の
名
目
で
、
料
金
を
取
ら
れ
る
な
ど
不

審
な
点
が
多
い
の
て
契
約
の
解
除
を
申

し
込
れ
た
と
こ
ろ
「
今
ま
で
安
く
し
た

美
顔
廿
ー
ビ
ス
料
、
カ
ル
テ
代
を
請
求

す
る
．
裁
判
て
争
っ
て
も
勝
て
る
．
．
支

払
わ
な
け
れ
は
ブ
ラ
ゾ
ク
リ
ス
ト
に
載

せ
、
ヶ
レ
ジ
ノ
ト
を
組
め
な
い
よ
う
に

す
る
．
ア
几
バ
イ
ト
先
や
親
に
電
話
す

る
」
等
と
暴
言
を
吐
き
、
実
際
に
親
に

電
話
し
て
い
る
。
本
当
に
困
っ
た
．
．

　
…
こ
の
場
合
、
相
談
者
か
ら
販
売
業

者
・
信
販
会
社
に
対
し
、
内
容
証
明
付

で
契
約
の
解
除
通
知
を
出
し
、
数
回
業

者
と
あ
っ
せ
ん
交
渉
を
し
た
結
果
、
化

粧
品
の
開
封
分
を
負
担
（
五
万
へ
千

円
）
す
る
こ
と
で
解
決
し
ま
し
た
、

　
路
上
で
呼
ひ
止
め
、
高
額
商
品
へ
化

粧
品
・
宝
石
等
）
を
売
り
込
む
方
法
を

キ
ャ
リ
チ
セ
ー
ル
と
い
い
ま
す
。

　
事
例
の
よ
ら
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
見
知
ら
ぬ
へ
に
声

を
か
け
ら
れ
て
も
安
易
に
応
じ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
．
．

　
興
味
半
分
で
接
す
る
と
業
者
の
ペ
ー

ス
に
は
ま
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
消

費
生
活
相
談
室
費
二
五
－
⊥
二
一
一

（
内
線
二
三
八
へ
。
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公民館だより

1第20回白石市民文化祭

く芸能の部〉

・目時　11月5日（日）

　第一部　12時～15時30分

　　詩吟・舞踊・合唱・長唄・謡

　　曲・吹奏楽・バレエ・大正琴

　第二部　16時～21時

　　民謡・舞踊・バレエ・カラオケ

〈展示の部＞

・日時　11月2・3・4日

　　　9時～17時（4日は16時まで）

　　いけばな・写真・甲胃・和紙

　　入形・書道・絵画・盆裁・か

　　るた
○主催　自石市文化協会

○後援　臼石市中央公民館

芸能の部は入場券をお求めください。

㊦エア鱒ビクスサークル生募集

美容と健康の増進をはかり、素適

なプロポーションづくりに貴方も

チャレンジしましょう！

○開催曜日・時間

　毎月曜日　午後7時～8時30分

○会場　中央公民館大ホール

○会費　月額2，000円（予定）

○講師　岡田美栄子MDグループ

　　エアロビクスインストラクター

　　　佐藤真奈美先生
○申込方法　住所・氏名・電話番号

　を中央公民館へお知らせくださ

　い。11月13日（月｝から始めます。

白石市中央公民館

　　2董24－5377
　　　26－2453

中央公民館では、各種事業を行っ

ています。ぜひご利用ください。

平成2年度保育園へ入所を希望されるお父さん・お母さんへ

　白石市では、平成2年度の市内9

保育園の入所児を来年1月に募集し

ますが、その手続等をあらかじめお

知らせします。

1　保育園に入所てきる条件

　おfさんを父撮・祖父母等の方

　々が、仕事やその他の事情によ

　り家庭で養育できない場合。

2　入所てきる年齢

　1歳かド，5歳まで

3　保育時間

　（勘午後のおやつ

　　（手作りをILとしたもの》

3～5歳児の給食

　Φ昼食（おかず）ごはんは持参

　②午後のおやっ（手作bを主）

6　保育料

　児童福祉法の規定により、それ

　ぞれの家庭の前年の課税状況に

　より19区分し、徴収します。

　　（ドの表を参照してください）

月～金

土曜日

8時30分～16時30分

第12回白石市健康づくり

推進大会の開催について

○日時　11月25日（土）午後1時～

⊂・会場　臼石市中央公民館

Qテーマ「長寿時代の健康」

　　一在宅療養について考える一

1．在宅療養の意義

　　仙南保健所長　平井二郎先生

2．在宅療養を支えるために

　111行政サービスの面から

　（21在宅医療を実践して

　　　海上医院長　海上寛先生

　（3｝施設＋一ビスの面から

　　　八宮荘　加藤文二先生

　　助言者　朝倉松雄先生

　　　　　伊藤茂雄先生
3．在宅療養と温泉の利用について

　　　朝田綜合病院長菊田豊先生

詳しくは、保健衛生課総務係智25

－2111（内線）6（IIへ。

フ　入所手続

　入所申請書の配布は12月から、

　受付けは亀F成2年1月からです。

　入所申請書は、入所を希望する

　各園に提出してください。ただ

　し、東西南北の各園に平成2年

　度新たに人所を希望される方は

　福祉事務所へ提出してください。

詳しくは、福祉事務所保育係盈25

－2111（内線）154、または、各1重1

へお聞い合わせください。

8時30分～12時3〔）分

特別保育

月～金

土曜日

7時30分～8時30分

16時30分～17時30分

7時30分～8時30分

12時3（1分～17時30分

保育料の例示（多くの方の納めている保育料）

区分

C3

D

定 義

前年度市民税所得割5，〔）00円

以L課税世帯

前年分所得税3‘），1）（）0円以」二

6（1．000円未満課税世帯

　　ただし、第3土曜日を除く。

4　保育内容

　年齢にそった保育計画によ1）、

　お子さんが楽しく、健全に発育

　するように保育します。

5　給食

　各保育園の調理室で暖かくおい

　しいものを手作りしています。

1～2歳児の給食

　①午前のおやっ

　　（果物・乳製品・お菓子他）

　②昼食（さはんとおかず）

※同 一家庭かビ，2へ以」二のおf・さんカf

　お子さんの保育料は半額（

8　市内保育所と入所定数

3歳未満児（月額）

11，80（1円

（5，9〔）0）

22，2（》0円

（11，1（1ω

3歳児（月額）

9，20（1円

（49600）

199δ（lo円

（9町9001

4歳以上児（月額〉

9．200円

（4，6（，（，》

19，8（lo円

（9，9Qo）

入戸斤している場合は、2へ目以上の

）内の金額となbます．

施設名
東保育園

西保育園

南保育園

北保育園
越河保育園

定員
90名

90名

12し侶

60搭

60名

電話番号

25－2059

25－2839

26－2915

26－331δ

28－2233

施設名
深谷保育園

小原保育園

白川保育1嚢1

尺鷹沢保育園

員定

6（1名

4（暗

G略

4略

電話番号

25－5（》96

29－2556

27－2945

24－574‘）
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※募集の詳細については、12月号でお知ビ、せします。

11月11日（±）～ll月12日（日）

　　第12回自石市農業祭・登別市の観光と物産展

北
海
道
物
産
展

　
木
彫
・
叩
装
飾
品
・
ニ
ポ
ポ
・
ペ

　
ン
ダ
ン
ト
そ
の
他
多
数
。

北
海
道
特
産
品

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ニ
呈
類
・
そ
の
他
の

　
農
産
物

　
新
巻
廿
ヶ
、
節
子
、
ケ
ラ
コ
、
ホ

◎
白
石
陽
光
園
生

　
　
手
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
・
鉢
植

◎
重
度
心
身
障
害
者
の
働
，
・
、

　
「
は
ら
か
ら
共
同
作
業
所
」
製
の

　
　
陶
器
類

特

別

口且

売

物

産

展

窩
3
9
團
可

る騎

－
此
婁

白
石
市
農
業
祭
・

　
登
鋼
市
の
観
光
と
物
産
展

　
第
十
二
回
白
石
市
農
業
祭
が
、
n
月

11

・
1
2
の
両
日
、
市
内
各
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
都
合
に
よ
り
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
例
年
同
様

盛
大
に
開
催
し
ま
す
．

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
姉
妹
都
市
登
別

市
の
観
光
と
物
産
展
も
市
民
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
．
．

　
催
事
等
に
つ
い
で
、
は
、
農
林
課
ま
た

は
白
石
市
農
協
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
＝

逸
凱
翻
静
）

ゾ
王
鵬
か
む
グ

　
　
　
観
光
と
物
産
展

　
北
海
道
な
ら
f
、
は
の
特
産
物
で
「
新

鮮
さ
・
安
さ
・
珍
し
さ
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
、
展
示
即
売
い
た
し
ま
す
、
．

・
期
日

　
十
一
月
十
一
日
由
　
九
時
～
十
六
時

　
十
一
月
十
二
日
印
　
九
時
～
十
四
時

・
会
場

　
白
石
市
民
会
館

　
仙
南
地
域
ゲ
リ
ー
ト
ビ
ア
構
想
の
実

現
の
た
め
、
バ
ソ
コ
ン
通
信
を
使
っ
た

農
村
地
域
の
情
報
ネ
ッ
ト
，
ワ
ー
ク
化
が

ア
グ
ネ
ス
実
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
”
．

　
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
展
示
会
で
は
、
端

末
機
を
展
示
し
、
皆
さ
ん
に
直
接
操
作

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す

進
む
情
報
化
社
会
に
お
け
る
農
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．
，

▼
日
時

　
1
1
月
n
日
士
　
9
時
～
1
6
時

　
H
月
1
2
日
帥
　
9
時
～
1
4
時

▼
場
所

　
白
石
市
民
会
館

　
登
別
温
泉
特
産
品

ワ
号
ビ
漬
、
熊
ま
ん
し
ゅ
う
、
北
海

も
な
か
、
バ
ダ
ー
せ
ん
べ
い
、
雪
の

花
、
わ
か
さ
っ
こ
い
も
、
あ
け
い
も

つ
こ
、
バ
タ
ー
あ
め
、
コ
ン
フ
、
と

ら
も
ろ
こ
し
他

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
北
海
道
の
味
覚
を

省
貝
味
メ
＼
だ
ン
ご
い
．
．

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
展
示
会

タ
テ
・
ん
せ
い
、
紅
サ
ヶ
！
、
ん
せ

い
、
珍
味
各
種

行　　事　　名

　　　農林産物共進会
第1部
　　　及び即売会

　　　家畜共進会
第2部
　　　及び即売会

第3部　農業と農業展

第4部生活改善展

　　　林　 業　　と
第5部
　　　森林組合展

　　　白石市物産展
第6部
　　　登別市物産展

第7部　書写及ぴ絵画展

第8部　レクリエーション

併

田
隻

白石市米まつ1）

グリーントピア展

日

11　日

1ヱ　日

lo月30日

11月16日

11　日

12　日

11　日

12　日

11　日

1＝　日

〃

〃

12　日

11　日

！2　日

11　日

12　日

時　 間

9二〇〇～16：（lo

9二〔m～14：（10

9：（lo～16：0〔）

9：0（卜16：00

9：0（1～16：01、）

9：1）1．ト14：01－1

9：01卜16：⇔D

9：0ロー一14：00

”

”

9：けt卜11」：1。lu

11：ll〔．卜14100

9：0〔ト16：〔）口

9：⇔1卜16：0⇔

冬1：llo～14：llo

9：川～16：00

9：01卜14：00

場　　所

白有第一小学校体育館

白百家畜市場

白石市農協会館

白石市民会館
白石市林業総合センター一

　1長袋岩崎1

臼　石　市民会館

白石第一 ・小学校体育館

白石市中央公民館
白石市立東中ケ弓ウン1・

自百市民会館犬ホー’レ

白石川緑地公園コート

白百市民会館
ド1百第・一一小学校校庭

自　百　rh民会館

内 容

一般公開及び即売

審査及ひ一般公開

生活用品総合展示・植木・
園芸資材市・農業機械展示
才5楽し、み手由這量会

般公開
森林の効用・ハネノし展・
製材品展示・
ロクノ・ウス展アお　1也

一般公開1乏び即売

般　公開

家庭ハレーボーFし

』ノツトホー’し

・有線ノく賞のど自慢大会

・歌謡ショーキングレコード
美波京」二・郷上芸能・舞踊

テートボー1レ

未．7）特別販売

バゾコン」由f言’笈1寅
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ぼしゆう羅
　　　　　　　　『監

●白石市学校給食センター

　　調理員（臨」時）募集について

○募集人数　若干名

○募集条件　市内に居住する満20歳

　以上55歳未満の女性

　　（平成元年10月31日現在）

○募集期間　ll月1日から

　（ただし定員になり次第締め切切

○申込場所

　自石市学校給食センター

　　（履歴書を持参すること）

○勤務時問　8時30分～17時

O賃金　1日　3，93（1円

○保険　労災保険あります。

　詳しくは、臼石市学校給食センタ

ー費25－0685へ挙間い合わせ
ください。

●宮城県技能開発センター

　　　11月研修受講生募集

　自己啓発および技能・技術の向上

をめざすノ∫は、ぜひこの機会に研修

を受講しましょう。

内容・日時等はド記へ。

宮城技能開発センクー開発援助課

〒985多賀城市ll朋21’口2－1

2≡奮022－3G2－2254

●障害者の職業訓練生を

　　　　　　募集します

●応募資格　義務教育終τ者、また

はこれと同等以上の学力があると

認められる障害者の方で、1年間

の訓練に耐えられる方

●募集科目及び定員

科　　目

電子機器科
｝f裁羊鵯ー‘

和　裁　科

製版印刷科

製　本　科

軽印刷科
O　A事務科

定員

10各

11）名

10名

1略

1〔）各

20名

11）名

科　　目

義肢装具科

理　容　科

経理事務科
広告デザfン科

彗
者
歳
枝

矛
弱
憩
方

山美

薄
、
Φ

　
坤
象
き

製
ー
1

　
柑
臥
†
て

縫
〔

・
貝

｛
疋

1銘

20名

2u名

Z略

10呂
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・訓練期間　平成2年4月～平成3年3月

・願書提出先　自石公共職業安定所

※詳しくは、社会福祉事務所福祉係

盈25－2111（内線）156へ。

●白石市立幼稚園

　　　園児募集について

　平成2年4月1日から白石市立幼
稚園に入園する園児を募集します。

●募集人員

　臼石第一幼稚園　　84名

　自石第二幼稚園　　46名

●募集期間

　平成元年11月15日（水）～11月25日（土）

●入園資格　（D年齢　満5歳児、満

　4歳児、満3歳児ともそれぞれ次

　の期間に出生したもの

　【満5歳児】昭和59年4月2日か

　ら昭和60年4月1日まで

　【満4歳児】昭和60年4月2日か

　ら昭和61年4月1日まで

　【満3歳児】昭和61年4月2日か

　ら昭和62年4月1日まで
　※ただし、3歳児の募集にっいて

　は、第一幼稚園のみ定員20名で

　実施します。なお定員超過の場

　合は抽選を行います。

（2）臼石市在住者であること

●受付場所　入園希望の各幼稚園

●入園願書受付時間

　月～翁曜日　9：（〕0～16：00

土曜　日　9：00～ll：30

●その他

（11入辱i願書用紙は、市凱幼稚園に

　用意してあ1）ます。

121入園希望者が定員を超過した場

　台・は、才由」堂により1甚定いたしま

　す。

●市営住宅入居者

　　　　募集について

6第一種住宅（収人基準162，（脚円以下）

団地名

新館

寿山

岩崎

型式

3DK・3K

，
、

呂DKIL。S）

（家賃（敷金は3月分）

3，00“一3，500円

3ラ300－3管500円

2δ，00U・29，〔）〔咽

戸数

7戸

3戸

肖【
ず

二・第二種住宅（収入基準10（1，（川月以D

団地名

郡山

緑が丘

臼川

式刑
土

3DK

3DK

2K

家賃（敷金は3月分）

22，1鵬円

14，5〔）0～拓，5Q〔）円

：う，600円

銅一
戸

1Ff

lo戸

1戸

随時完着順で受付けます。

詳しくは、建設課住宅係盈25－21

11（内線）262へお問い合わせください，，

○宮城県立白石高等技術専門校

　　　一日技能講座受講生募集

　技能尊重月間の行事として、次の

講座の受講生を募集し，ます。

○目時　ll月5日旧19時～12時

C，場所　県立臼石高等技術専門校

　　　　臼石市緑が丘1－5
Q講座内容と募集人員

『ワープ回・コース』　10名

　ワープロの基本操作

『自動車整備コース』　l　O名

　冬期間の自動車点検整備

『目曜大工コース』　　10名

　刃物のとぎ方・といし台作製

¢・受講料　無料

○申込方法　電話で申し込んでくだ

　さい．各講座とも定員になり次

　第締め切ります。

　詳しくは、県立臼石高等技術専門

校a25－2444へ。

●自衛官を
　　　　　募集しています

　○応募資格

　　18歳から25歳までの者

　○身分　特別職国家公務員

　1；1待遇　初任給は月額115，0i）0円、

　　防衛庁耳哉員給与・法により定其月昇

　　給（年l　IllD、賞与（年3回4．9月

　　分》9～12か月で昇給125，0｛）0円

詳しくは、市民課倉25－2111または、

大河原募集事務連絡所僧0224－53－

2185へお問い含わせください。

財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職

：（特別）児童扶養手当を　：

：　　　受給できるのは　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

・1．罰歳未満で重度・中度の障害を持・
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

リ　つ児童を監護または、養育してい，

’　る場合　　　　　　　　　　　隔
ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

・　障害のめやす　　　　　　　　　篭
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

，　　身障手帳1～3級までと4級の喝

動　　一部　　　　　　　　　　　㎏
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

≒　　療養手1脹AおよびBの…部　　　・
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

，　手当月額　　　　　　　　　。

璋　　重度　　41，3㈹円　　　　　　潮
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

璽　中度　27，5㈹円　　　　　唾
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

醐2。ねまテ家庭または、　それに準ずる1δ、

鞠　歳未満の児童を監護または、養育亀
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

自　している場合は受給できます．　　・
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

，詳しくは、rl∫民課費25－2111（内，

鞠線H30へお問い含わせくださいの　　陶
亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠

婦人の家だより

◎働く婦人の家まつり

・： 日時11月19日（日）9時3（1分～15時

こ・会場　臼石市働く婦人の家

二1催事内容

〈発表の部＞10時～14時30分

　卓球・社交ダンス・太極挙・民

　謡おどり・大正琴・英会話・着

　付け・コーラス・カラオケなど。

〈展示の部＞9時30分～15時

　予あみ・洋裁・パッチワーク・

　華道・木目込入形・書道・籐工

　芸・水彩画・古典文学・染物・

　油絵・写真・ペン習字など。

〈お茶席の部〉9時30分～14時方円流

〈食堂の部〉川1、卜3所∫～14時

　ノ｛．∫、ビ、うどん・山菜うどん・お’

　しるこ・おでん・ゼリーなど。

〈バザーの部〉91r、1…3い分一ll昨3函｝

　手作i）品その他即売

く実演コーナー〉12時30分～13時30分

　丁あみ・つけものほか。

＜特別講座受講生募集〉

　ボタン止めボレロ講座

　NH　K婦人百科「らくらく洋裁9

月号」の「ボタン止めボレロ』をつ

くりましょう！

○日時11月瓢｝9時3・分一12H寺

C募集人数　　10名
1⊃講師　佐久問洋子先生

・二・材料　表布90em幅、190em

　　　別布（見返し分｝90em幅、20

　　　em、接着しん（見返し・ヘム分1

　　　9（）em幅、萄cm

　※見本は婦入の家にあります、

木目込人形サークル会員募集

Q例会目　第1・第3イこ曜日

　　　　午伽〔）時～12時

C1講師　菊地．玉みゴ莞生

⊂・会費　1，500円

Q材料費　各自負担

11月の休館日

　3。6・12・20。23。26日

図書館からのお知らせ
　芸術の秋・読書の秋

読書週間のころは、野外スポーツ

も終1）を告げ、室内で過す時間が長

くなります．

　さあ！日頃から読んでみたいと思

っていた本をじっくり昧わったり、

また、江書の楽しさを味才）うよい機

会です、

m月の曝書・整理も終1）、新刊書

をそろえて皆さんのご利用をお侍ち

しております。

ぜひ、秋の夜長を読書でお楽しみ

くださいc　左ピF一 マノニ

　　　　　F　　言コ

　　　　夢遡

　区i，弔：紳P目案ド11

．1開館時間

　月～土1雇日　　9：00一止6：55

　日曜日　　　101QO～16：00

・二一休館日

　11月3日「文化の日」

　11月23日「勤労感謝の日」

　1川31用　月末整理のため

バートウオッチング受講生募集

福島市小、鴇の森て本物の自然に触れあ

う季幾会をつ（りま㌧∫う一…一…一

⊂月日　12月13日幽

・⊃集合時間　8時50分

O集合場所　市役所前駐車場

○定員　20名（定員になを）次第締切）

つ参加費　　500円
※寒くない服装で参加してください。

白石市働く婦人の家

　　　　　a25－5095

　　テイ元年”

　　　・燈礁元年そニレ

　　「≧き欄零畿認講灘
湿、虞白肺勤労青少筋一ム

／
，・月）），彗棚　　　　　　　　　移動図、ll館）ノこ案内

年賀状の準備に役ウ1つ新「lj書案内　　　図書館以外にも、地区公民館・配

1．年賀状スタイル5110選　　　　　　 本所にたくさんの本を用意してい

　　　　　　　（叩II原省 こ著）　　ます。　また、　看多重切ヌ1書茸官車『こま

2．はがき紙の年賀状（渡辺　峡謝　　くさ街もお気軽にご利用くださ

3．年賀状版画　　　　（深沢幸雄編）　　い。

　　　　　　　　　　　　　　白石市図書館　冊26－3004

　　　　　新着図書案内（抄〉　一
事例にみる商店街のイキィキ作戦
　　　　中小企業事業団指導部編
‘4ド句と1よf口∫カ・　　　　　　食反1｝i音琶泌く、　㌻ト著

わが娘に母のこんな心を伝えたい

　　　　　　　　　尺宅　映f
9（｝身三rtl貸界はどう重1∫く

　　　　NHK経済フロジェクト編
1惑重，1を‘訓る　　　　　　　　僑イ、　f堪虹‘

保証尺ヴ）頼み方・断ε坊　松田　　節
雪国かビ、の提、ヨ　　　　　星野　ll男
ヒトはなぜ夢を見るのか　千躾　1、無則

「森」の時へへ　　　　　IF野　秀樹
過正束r与生の原A先1：　　　　　　　乗・‡く　IIi郎

知らなかノ・たでは済まされない接赫
　「べかド．ず」集　　　中川　昌彦
おいしさいつはい緑黄野菜ヅ）料理

　　　　　　　　　門問　和ゴ
ーゴ堅f；ケ拝1．白艶加とオロ、馨う台1」4　安4、　美坦む

母と ，’・の，麗詩教室

　　　　　　グラデfス・ハント
マンガ・哲学りてなんだろう

　　　　　　　　　御厨　　良
1＝供にあったおけいこの遊びノ∫

　　　　　　　捕旨発見研究会稀
耳しをかかない届け百科

　　　　　　　イベ橋‘一、μq｝務所

地域社会と高齢化
　　　　　地ノノ自治政策研究会編
チ育て新時・代

　　　　　令国私立保育園」皇盟編
こオしカ・ビ、レ）チ台て

　　　　翁日乍私凱幼稚F　I中合会編
この素敵な女たち
英雄望、，甜

へ間の畜・字路

壇の浦残佗抄
裁かれた女

未踏峰

燃えろ
誘われて
魔獄の女戦lf

隔島

酉村

赤川

勝目

森村

石井
森

光1㌦

存仔

次郎
梓

誠・
誠

志茂田景樹

　　　　子どもの本

やくにたつ・・ソコン教室　・k谷　紀雄
〆・ヵ・いこなそうヘゾコン　4く谷　糸己左佳

）ノビ、ねこボ女ン　　　　　　T　・ロビン　ゾン

お、」・ろばりぽうけ〆し　　　岡イく颯f
ホJlま1ナ）ノカL一・こら　　　　㍗ド　　ず｛ブ1、

みんなの図書館

f8



国防犯運動含石地区1防犯椎進』

！ξ罰謙璽『．誕

メッセンジャー引継式が行われた後・仙台育英高校野球隊1．一　1層麟で
部竹田監督のr高校野球と青少年髄育成について」の講　1謬劃，・．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　》懸銚演が行われ、人づくりの大切さを再認識させられました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　催瀬灘・一．

おしらぜコーナー　　・『　　　　一、・二、＿㌘』ρ』，

こ存知ですか？　　　　　　気軽にこ参加ください

医薬品副作用被害救済制度　　　　白石市クロスカント・リー大会

医薬品を適正に使用したにもかか　　　　　　　　　　　　　○主催

　　まちの話題樹稲霧 。
、
「
．

　　　　　　馬牛沼鯉まっ1、1開かる
　10月22日、恒例の馬牛沼鯉まつりが行われ、うなぎの

つかみどりやカラオケ大会などでにぎわいました。大き

　く育った鯉を数匹おみやげに買って帰る入もいました。

ふ．　、　　　　i藝撫蘇轡
難’、二一響獅鱒．饗騨欝装讐ミ
晃5』識塗　　　…．　　　　　竿…一 訟盛一一｝

　　諭鹸
　臨薦詣嚢亀　　　　轡禰趨
、ヤ鍔聾iガ絃毎

、難驚

わらず、副作用による被害を受けた

方を救済する制度です。制度につい

ては、下記へご相談ください。

〒170東京都豊、島区東池袋3－1－1

　サンシャイン60　26階
医薬品副作用被害救済・研究振興

　基金　総務部企画課相談係

　aO3－98δ一2101（代表）

　費02－988－4780（直通）

○日時

○会場

o種目

『青少年健全育成白石市民の

つどい』の開催について

税の窓ロ働
税務証明の交付について’

O対象　融資、保証入、扶養認定な

　どのために所得、課税、納税証

　明書等を必要とする方

○請求できる方

　納税義務者本へか本八からの委

任状（収入印紙貼付不要）を持参

した代理入

○手数料　1件につき20（1円

○持参するもの　印かん、委任状

　（代理への場合）

臼石市陸上競技協会

自石市教育委員会

11月23日（祝）午前9時開会

　　　　（小雨決行）
雨天の場合は11月26日（H）

臼石市立福岡小学校

　　　　～南部山方面
小

一般男子

50歳以上

40歳代

30歳代

30歳未満

中 『J
匹
乳幻

11月30日は、国民健康保険税第6

期の納期限です／

　口座振替をご利用の方は、預金の

現在高をご確認ください。

一般女子

L以歳30

30歳未満

距離
2，500nl

3，500111

4，900n1

δ．900m

参加料無料（全員に参加賞と完走

　証を贈皐します。1

0締切日　l　l月2011⑳　厳守

申し込みと問い含わせは1｛記まで。

〒9δ9一（12臼石膏汰手町1番1号

　白石市教育委員会f本育ま辰興f系

　〔争井1且25－2111（内線）412
　まナこは、低25－2849｛垂μオ・二）

門。㎜㎜櫛　犬はつないで飼いましょう！

　おとなしい犬でも、何かに興奮す

ると入にかみつくこともあります。

　特にシェパードや秋田犬などの大

型犬を飼う場合は、しっかりとつな

いでおき、咬傷事故などおきないよ

うにこf温三意くださし・。

r）日時　11月16日内

　　　午後1時30分一一4時

⊂・会場　自石市中央公民館大ホール

1⊃主催

　青少年のための臼石市民会議

　臼石市教育委員会

○講演『子どもたちは今……』

　講師　仙台いのちの電話理事

　　　　出村和子氏
Q中学生の意見発表

　市内の中学生5名が意見発表

青少年を健全に育成するため

　みんなで手を組み

　　運動の輪を広げましょう〃

みなさんのご参加をお願いします。

赤ちゃんから中学生まで

交通遺児育成資金貸付について

一家の働き手の方が、自動車事故

て亡くなられたh、重度：の後遺症障

害が残るなどで生活にお困りの家庭

の乳幼児から中学生までに育成に必

要な資金を無利子で貸し付けます，

C貸付金額　はじめに一時金135，0

　00円、貸付期間中毎月16．000ド1、

　小・中入学時に却テ皮度金37，0

　0｛）円

詳しくは、自動車｝｝手故対策センタ

ー仙台il管圭ζ所、仙台市青葉区L杉

・j』目6－6、E』022・262679｛）へ』、

幻

　　　　第33回白石市小学校体育祭
　9月28日、緑地公園において小学校体育祭が開催され、

100m・200m・1，000mや各種リレー等に練習の成果を

発揮し、記録の更新に全力疾走していました。

毒鐵轟i舞譲一　　　縫墨嚢鍵譲
霧緩攣藝、、聡．．．鵜．．、．．撫響．．一．、堅

お』乙らぜコーナー・

　瞬陥輔　　懸脇灘瓢，懸ぐ書　　　　　　　　　　醜　　莫　…額無

壌顯．

獣灘纒灘，醸蟹誕、錯
　　七ケ宿タム甚永・才を軒めること、式行われる

　1（）月！7日、七ケ宿クム現地において湛水式が行われ、

水門が静かに閉しられ、湛水試験に入りました・この試

験は来年の夏まで続けられ、各施設の機能が正常に作動

するか等を調べるものです。

就学時健康診断の

実施について

就学援助（準要保護）制度に

ついて教育委員会から

ふるさと創生
仙南フォーラムの開催について

　平成2年4月小学校就学予定児童

に対する就学時の健康診断を次のと

お1）実施します。該当児童の保護者

に通知書を送付いたしておりますが、

届かない場合や不明の点がありまし

たら、市教育委員会学務係盈25－

2111（内線1413へお間い合わ
せください。

　当llは、約m名の班を編成し、各

検診室を移動しますので愛付時問に

遅れないようにしてください。

り該当児童　昭和58年4月2日かビ，

　昭和59年4月1日までの出生者

月　日

11月10日働

11月14日㈹

11月15日休）

11月16日〔湘

11月17日翻

11月21日（火）

11月22日（胸

11月24日働

11月28日りり

11月29日（水）

学校名
原

越河小
自石第一小

白石第」・

斎川小

平’
＼

大鷹沢小

福岡’1・

臼川小
、
、
B

’

ノ
「

受付時間

12：20～12：：3Q

”　　　　　〃

12：01卜12：30

〃　　　　　　〃

12：2け～12：30

”　　　　　”

”　　　　　　〃

〃　　　　　　〃

〃　　　　　　’7

〃　　　　　〃

塵こは市内で買し、まし轟

在学中、または来春入学される児

童・生徒（小・中学生》の保護者の

方で、通学に要する学用品費等、新

たに児童・生徒を人学させるための

準備が、経済的理由で支障をきたす

方に就学援助制度があります。

申請が認定されますと、学用品費、

重多て学方長そf費、　季交タトぞ舌重力費等力∫糸台与・さ

れます。

受給を希望される児童・生徒の保

護者の方は、児童・牛徒の在学して

いる学校、平成2年4月小学校就学

子定児童については、

校にこ｝相談ください。

申請される場合は、12月5日まで

に、申雨書を学校に提出してくださ

い。なお、　こレ）申言青は上｛勺友2∫F度分

です、

標準小作料の改定について

農業委員会では、農地の賃貸借に

よる；契約小作料の額を定めるにあた

’・ての目安として、小作科の標準額

を定めています．

　こゾ）L玉4‘．小角：零トは、　34乙毎に見直：

しが行われ、今・囲の小作料の標準額

は次のとおbです、

なお、平成厄年の芝イム小作料から

適用となi）ますので、こゴ協力お願い

します．

　仙南圏域の活性化「ふるさと創生」

について考えるフォーラムを開催し

ます。基調講1寅、パネルデでスカッ

ションを通じて仙南地域の総合発展

を考えてみましょう。

O日時　11月30日内　午後1時～

O場所　柴田町コミュニティセンター

0テーマ「独創・活力・明日への飛翔」

｛
、1基調講演

　東北大学教授西澤潤一先生

Qコーディネイター

　河北新報社論説委員長足立明氏
・
、・パネリスト（50音順敬称略）

　大泉一貫・金安岩男・佐々木俊

　介・矢萩正明

リ入場無料

詳しくは、友河原地方県事務所

費53一：5111（内線12さ9へ、

　　　白石市農業委員会から　1

　　標準小作料　…
農地の区分

田の部
（10a当たり）

畑の部
（10a当たり）

中

ド

正

中

ド

小作料の標準額

34，（｝1）o円

30，（｝00円

26？o〔）o円

18，（｝o〔）円

ll．ooり円

9．1）oo円

備考
卿kgma
45〔）kglOa

42けkg10a

詳しくは、臼イ川濃業委員会恐25“

一2111（内線1231へ．

20



今月の休日当番医
11月3日

内科　　　　　　 奮25－221〔）

外科　斎藤病院　　　智25－1222
歯科　　　　　　智26－2563

5日

内科　亘理医院　　　費25－8501
外科　刈田医院　　　奮25－2］45
歯科　白石中央歯科医院

　　　　　　行24－5554
12日

内科　大沼医院　　　盈25－2502
外科　やまや婦人クリニック

　　　　　　a25－0088歯科　岩田歯科医院・費25－2191

19日
「勺手斗　　砿＝淳頁医ド売　　　　　　歪監25－0238

外科　朝倉医院　　　盈25－2101
歯科　小野歯科医院　台25－8GO7

23日

内科　「三浦クリニック費25－6854
外科　銭谷医院　　　雪25－2010　・

歯科同沢歯科医院台25－5220

26日

内科　海上医院　　　費25－1501
外科　宮城医院　　　費25－2062
歯科　高橋歯科医院　智26－3543

12月3日
内科　柿崎医院　　　智25－2210
外科　刈田医院　　　台25－2145
歯科　亘理歯科医院　費26－2563

※都合により変更になる場台もあります。

’
市
内
の
交
通
事
故

　　　へ　　　　　　　　　ロドニコr一　　　　　　　　　　　1
　9116～10「15　（）は累計　i
若いトラ什やライダーは1

　●目己抑制できる力を高めよう　i

　　　　　　　　　　・判断力を高めよう　　　　i

　・思いやりの心をもとう

網月の定例相談H
相談区分　　相談日　1時　間

市長相談

企権擁嚢

行政相談

談相活生

箱．智墜

璽務相談

霜費触

回
ス

巡
ビ

器
聴
［

補
サ

無料法律
相　　談

障害者
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霜少叢

15

　
・
井
じ
司

　
問
川
応
ま

　
質
、
に
り

容
　
　
あ

　
る
て
談
も

　
す
い
相
鵬

　
対
つ
接
駒

　
に
．
『
直
代

内
政
馴
が
ヨ

　
行
望
長
す

　
市
要
市
ま

　
　
所
室

所
　
役
民

　
　
市
市

場
　
石
階

　
　
白
－

間
卜
併

　
　
●
9
ウ
】

寺
　
　
｝
－

日
　
　
　
r
・

雌所
議

役
会

市
2

石白
第

～
朕

沿
：

●
り
5

015
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結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
待遇問題等

1101轟，皐旬市繋畢灘懇雪

　　　　　　　へ15い・ll㌫！瞬戸縫，

　、！ ＿
＿一＿↓＿

内
室

所芳ナ
五
火

事
膚

祉百
田
臼
口

素
1
†

～
γ

●
D
ウ
廿

　15　19：30へ白石市役所3F皆
『一レ、15三・哩3．会議室

　　　い・：・・』師搬戸斤4階

　15　15：00、第4会議室
　　 ト　　チ

毎週月韓i1（タ1：50ρ（マレ白石「1∫役所ll漿

　　　ト 　　　 　　リオン　いき　りり　ド
992・」 『牲 ：ll・

　　　　　　福祉事務所
ニホン　　lo：3（1～

　24　　　11：3（．）・
　 　　　　　 ド
1？

11（レ1も（ll）品。騨蜘；貨

　　　　　　白石市役所3階　　　　てレニのぐト
　9　　　15：〔）（1第3会議室、

　　　」 濡～』勲、役，1肩階i

市民の日常生活上の困
りご、と

健康保険、船員保険、
厚生年金なと’

消費税・相続や贈与、土
地売買に関する税金、

．．星込の税金などの鰍

宴￥牛勿ぎ擁斉、

般

膿器の修理・灘な

ご陸のてつに律ト
ム
レ
一

の生活、職業、結婚等
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　ユら

月・騨・iミ117：’・Q’ゴ少年脇』供嚇1二州談

・　　事故発郵痴。今月の表紙・・
藩（3　偉）i．

・
「

豊　讐白石第司」＿1

ドー㎜臼’　一一r　　．し曙一野親子運蜘号　した・

L　　．．　．　　　．．．、　　．　1　　　　　　　　　　　　　　、　．　　　玉入れ1こ一喜一憂して1、、ました。

1　　　　　　　　”一1

L、＿一＿＿．一．．＿＿－＿　．、 ．響＿」
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人
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　　　響
20，822人
（0人）

　　　督

21，616人
（一19人）

一
11，810世帯

（一2世帯）

（）内は対前月比

22


